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たくさんの思い出をありがとう
僕らの大好きな通中学校

通中学校 閉校特集

　３月、通中学校が仙崎中学校へ統合され、長い歴史に幕を閉じました。

生徒たちは、仲間と過ごした楽しい思い出と、新たな出会いへの期待を

胸に、新しい学び舎での生活をスタートさせます。慣れ親しんだ学校に

別れを告げる直前の彼らを訪ね、これからの目標・夢を聞きました。

【
校
長
】　
師
井 

浩
二

【
生
徒
数
】　
22
人

【
沿
革
】（
閉
校
記
念
誌
か
ら
抜
粋
）

昭
和
22
年　

 

学
制
改
革
に
よ
り
、
通
村
立
通

中
学
校
創
立

　
　
27
年　

 

校
旗
制
定

　
　
28
年　
新
校
舎
落
成
移
転

　
　
29
年　

 

市
制
施
行
に
よ
り
長
門
市
立
通

中
学
校
と
改
称

　
　
32
年　

 

校
歌
制
定

　
　
34
年　
体
育
館
落
成

　
　
37
年　

 

学
級
増
に
よ
る
２
階
３
教
室
お

よ
び
技
術
室
改
造
完
成

　
　
44
年　
牛
乳
給
食
実
施

　
　
47
年　
プ
ー
ル
竣
工

　
　
54
年　

 

正
門
前
道
路
拡
張
完
成

　
　
56
年　

 

体
育
館
造
成
工
事
完
了

　
　
57
年　

 

体
育
館
落
成

　
　
59
年　
第
１
回
遠
泳
大
会

　
　

60
年　

 

給
食
調
理
室
完
成
、
完
全
給
食

実
施
開
始

平
成
２
年　

 

新
校
舎
へ
移
転
・
第
１
校
舎
取

り
壊
し

　
　
４
年　
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
灯
設
置

　
　
６
年　

 

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
、
鯨
唄

参
加

　
　
９
年　
創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　
　
　
　
校
旗
新
調（
同
窓
会
寄
贈
）

　
　
14
年　
第
３
回
環
境
美
化
教
育
優
良
校

　
　
18
年　
渡
り
廊
下
塗
装

　
　
　
　
　

 

日
韓
交
流
イ
ベ
ン
ト（
鯨
唄
・

通
小
唄
）

　
　
19
年　
第
60
回
同
窓
会
入
会
記
念
式
典

　
　
22
年　

 

エ
コ
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
認
証

（
５
年
次
）

鯨唄

地域の中で学び、成長してきた生徒たち。
通中学校は閉校になっても、彼らがそこ
で築いた友情や思い出は、この先も消え
ることはありません。
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こ れ か ら の
目 標 ・ 夢 ！

通地区ふれあい運動会

和船競漕大会

通中学校最後の卒業式記念撮影



　

は
じ
め
に

　

県
内
の
景
気
は
、「
一
部
に
厳
し
い
状

況
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
穏
や
か
に
持
ち

直
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
く
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
本
市
の
行
財
政
運
営
は
、
引
き
続

き
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
地
域
の
閉
塞
感

を
何
と
か
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
市
民
の

皆
様
の
声
に
応
え
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
、

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
っ
て
予
算
を
重
点

配
分
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
私
の
公
約
を
具
現
化
す
る

「
地
域
再
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
予
算
」

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
再
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
へ
の
取
組
と
、
産
業
振
興
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
、
市
政
刷
新
に
向
け
た

２
本
柱
と
し
て
き
ま
し
た
。
行
財
政
改
革

で
は
、
総
人
件
費
の
抑
制
、
市
債
の
繰
上

げ
償
還
や
借
換
え
に
よ
る
公
債
費
負
担
の

軽
減
な
ど
に
よ
り
、「
都
市
計
画
税
の
撤

廃
」
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
都
市

計
画
税
は
、
街
路
や
公
園
、
下
水
道
事
業

な
ど
都
市
に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備
を
行

う
た
め
の
目
的
税
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ

の
税
を
財
源
と
し
て
多
く
の
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
計
画
区
域
内
の
普
及
促
進
に

向
け
た
管
路
整
備
事
業
は
、
ほ
ぼ
終
わ
り

ま
し
た
が
、
処
理
場
な
ど
改
修
工
事
や
借

入
金
の
償
還
な
ど
、
整
備
事
業
に
関
連
す

る
負
担
は
、
今
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
市
政
全
般
に
お
い
て

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
歳

出
の
削
減
等
を
行
い
、一
定
の
財
源
確
保

の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、長
引
く
不
況
に
よ
っ

て
、
な
お
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
政
事
情
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、

税
率
を
当
面
半
減
し
て
、百
分
の
0.15
と
し
、

今
後
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る

な
ど
財
源
確
保
を
図
り
、
公
約
の
完
全
実

施
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
同
じ
く
公
約
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
「
１
次
産
業
の
活
性
化
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
な
が
と
地
域
再
生
戦
略
会
議

か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
計
画
の
策
定
と
、
関
係

団
体
と
の
調
整
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平

成
23
年
度
は
、
本
格
的
に
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
重
点
事
業
を
、実
行
に
移
す
年
で
す
。

最
初
に
、
農
業
活
性
化
に
つ
い
て
は
、「
農

産
物
等
直
売
施
設
」
に
係
る
基
本
設
計
・

実
施
設
計
予
算
に
つ
い
て
の
予
算
案
が
、

市
議
会
で
削
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
農

産
物
等
の
販
売
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、

関
係
団
体
等
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
事

業
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
改
め
て
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
11
月
の
臨
時
国
会
で
成

立
し
た
「
６
次
産
業
化
」
を
推
進
す
る
法

律
は
、
農
林
漁
業
者
が
生
産
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
素
材
の
加
工
、
直
売
所
で
の
販

売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
食
材
提
供
施
設

の
整
備
、
新
商
品
の
開
発
等
を
推
進
す
る

も
の
で
、
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
し
、

雇
用
の
確
保
と
農
林
漁
業
者
の
所
得
の
向

上
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
新
た
な
国
の
施
策
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
提
言

の
あ
っ
た
「
農
商
工
連
携
の
促
進
」
に
つ

い
て
は
、
商
工
会
議
所
の
農
商
工
連
携
事

業
に
協
力
・
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
水
産
業
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
で
「
加
工
場
・
冷
凍
保
管
庫

の
整
備
」
に
か
か
る
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
漁
業
生
産
者
の

所
得
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
、
そ
の
運

営
主
体
に
は
漁
協
を
想
定
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
漁
協
と
し
て
は
、
事
業
計
画

を
検
討
さ
れ
た
上
で
、「
新
市
場
建
設
も

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
新
た
な
施
設
整
備
の

事
業
主
体
と
な
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」

と
の
経
営
判
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
１
次
産
業
の
活
性
化

策
と
し
た
事
業
の
所
期
の
目
的
か
ら
、
漁

業
者
で
組
織
さ
れ
た
漁
協
以
外
の
民
間
事

業
者
が
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
は
事
業
目

的
に
沿
わ
な
い
と
判
断
し
、
実
施
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
な
お
、
提
言
の
あ
っ
た
「
魚
食
の

普
及
活
動
」に
つ
い
て
は
、「
仙
崎
旬
宣
言
」

と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
、
魚
料
理
教

室
や
学
校
給
食
へ
の
魚
提
供
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
の
予
算
に
お
い
て
長
門
市
観
光
基
本
計

画
に
基
づ
き
、「
事
業
の
再
構
築
」
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、「
観
光
推
進
体

制
づ
く
り
」
は
、
平
成
23
年
度
に
は
長
門

市
観
光
協
会
が
法
人
化
さ
れ
、新
た
に「
長

門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
」
を
設

立
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
事
業
以
外
に
も
、
様
々
な
諸
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
私
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、「
自
分
た
ち

の
住
む
ま
ち
を
誇
れ
る
か
ど
う
か
」
と
い

う
視
点
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で

は
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
。
そ
こ
で
、
行

政
と
し
て
取
り
組
む
施
策
を
、「
地
域
環

境
」「
地
域
社
会
」「
地
域
経
済
」
の
３
つ

の
要
素
で
捉
え
、
こ
れ
を
意
識
的
に
関
連

づ
け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
財

源
に
よ
る
事
業
の
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
地
域
環
境
」
で
は
、
自
分
た
ち

の
身
の
回
り
に
あ
る
環
境
を
大
切
に
す
る

も
の
で
、
例
え
ば
、
み
す
ゞ
通
り
な
ど
の

町
並
み
保
存
や
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

図
ろ
う
と
す
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

他
に
も
、
地
域
で
の
自
発
的
な
活
動
と
し

て
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と

す
る
市
民
協
働
の
活
動
が
あ
り
、
こ
う
し

た
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
地
域
社
会
」
で
は
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の

人
間
関
係
の
風
通
し
を
良
く
し
、
お
互
い

が
住
み
心
地
の
良
い
地
域
に
し
よ
う
と
す

る
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
地
域
活
動
に
対
す
る
無
関
心
や
、
高

齢
化
が
進
む
集
落
で
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
地
域
経
済
」
で
は
、
地
域
環

境
が
守
ら
れ
、
地
域
社
会
が
住
み
や
す
い

も
の
に
な
っ
て
も
、
地
域
経
済
が
停
滞
す

れ
ば
、
暮
ら
し
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
こ
の
対
応
と
し
て
、
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、

現
在
、
長
門
総
合
病
院
前
の
国
道
191
号
の

平
成
23
年
度
予
算
の
概
要

2
月
25
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
南
野
市
長
が
平
成
23
年
度
施
政

方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
23
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲仙崎旬宣言でブランド化を推進

▲市民協働で花と緑のまちづくり

施政方針を述べる南野市長
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ン
基
金
」
を
活
用
し
、
女
性
と
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ

及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
長
門
医

療
圏
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
い

て
、「
休
日
夜
間
診
療
セ
ン
タ
ー
」及
び「
地

域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
実
施
設

計
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
関
係
機
関
等

と
の
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
支
え
あ
う
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」

体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備

な
ど
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
障
害
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
る

と
と
も
に
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
所
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
福

祉
医
療
費
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
も
受
給
者
負
担
の
無
料
化
を
、
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
「
安
心
生
活

創
造
事
業
」
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高

齢
者
世
帯
に
対
す
る
買
い
物
支
援
や
見
守

拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
国
道

と
の
一
体
的
な
整
備
や
経
済
振
興
の
観
点

か
ら
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
、
市

道
中
山
池
田
線
の
道
路
改
良
事
業
に
着
手

し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
た
ち
が
住
む

ま
ち
で
、
守
る
べ
き
も
の
と
改
善
す
べ
き

も
の
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、「
地
域
再

生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
平
成
23
年
度
の
施
策
体
系
に
お
け
る

「
事
業
の
再
構
築
」
を
進
め
、
市
民
の
皆

様
と
の
協
働
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
政

刷
新
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
人
が
安
ら
ぐ
安
全
な
ま
ち

　

新
た
な
「
ご
み
焼
却
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
は
、「
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務

組
合
」
を
中
心
に
、
平
成
27
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
千
年
の
森
」
に
つ
い
て
は
、
三
隅
地

区
に
続
き
、
平
成
22
年
度
に
長
門
・
日
置
・

油
谷
の
３
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
選
定
し
ま

し
た
。
千
年
の
森
が
永
く
市
民
に
愛
さ
れ

る
よ
う
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
参
加
に
よ
る
景
観
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
の
「
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク

in 

な
が
と
」
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
で
は
、
市
内
に
花
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
活
動
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
海
岸
清
掃
に
は
、
多
く
の
市

民
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
着
実
に
成

果
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
対
応
が
困
難
な

海
岸
で
は
県
の
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し
、
漂
着
ご
み
の

回
収
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
油
谷
地
区
の
「
大
迫
新
配
水
池

整
備
工
事
」
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
下

水
道
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
統

一
す
る
と
さ
れ
た「
下
水
道
料
金
の
統
一
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
下
水
道
審
議
会
の

答
申
を
受
け
、
本
議
会
に
お
い
て
、
長
門

市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
改
正
を
提
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

消
防
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
本
年
５
月
31
日
ま
で
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
住

宅
へ
の
推
進
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
救

急
自
動
車
の
更
新
を
行
い
、
本
年
１
月
か

ら
運
航
開
始
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
各

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
救
急
救
護

体
制
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
か
ら
、
番
組
制
作
と
管
理
業
務

の
一
部
を
民
間
委
託
で
行
い
ま
す
。ま
た
、

本
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完

全
移
行
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
普
及
啓

発
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

広
域
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
山

口
国
体
の
開
催
ま
で
に
「
萩
・
三
隅
道
路
」

が
全
線
開
通
、「
小
郡
・
萩
道
路
」
の
一
部

が
供
用
開
始
と
な
る
な
ど
、
経
済
活
動
や

観
光
面
で
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
陰
自
動
車
道
の
整
備
は
、「
長
門
・

俵
山
道
路
」
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ
た
、
要
望
活
動

や
啓
発
活
動
を
継
続
し
、
全
線
の
早
期
完

成
に
向
け
た
取
組
を
、
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
が
栄
え
る
ま
ち

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
関
税
撤
廃
問
題
、
米
価
の
低

迷
な
ど
、深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

「
６
次
産
業
化
」
な
ど
の
国
の
農
業
政
策

に
も
全
力
で
対
応
し
、
農
家
の
所
得
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
等

直
売
施
設
や
学
校
給
食
へ
の
供
給
の
た

め
、生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
な
が
と
ゆ
ず
き
ち
」「
長
州
黒
か

し
わ
」「
長
州
な
が
と
和
牛
」
な
ど
、
地
場

産
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
メ
と
旅
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
仙
崎
新

市
場
施
設
の
本
体
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
下
関
市
と
の
ト
ッ
プ
会
談
で ▲ケーブルテレビの一部業務を民間委託

合
意
し
県
に
要
望
し
た
、
キ
ジ
ハ
タ
等
の

水
産
資
源
回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
補
助
制
度
」
を
、

平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
導
入
し
、
市
内

産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
平
成
23
年
度
が
「
緊
急
雇
用
創
出
事

業
」
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
公
募
に
よ
っ
て
対
策
事
業
を
選
定

し
、
決
定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
に
つ
い
て

積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
長
門
市
観

光
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
日
本
の
心
『
や

さ
し
さ
』
を
奏
で
る
ま
ち
長
門
」
の
創
造

を
め
ざ
し
、
関
係
団
体
、
事
業
者
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
枚
岩
と
な
っ
て
、
全
力
で

観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
長
門
の
「
海
」、「
里
」、

「
湯
」、「
食
」、「
人
」
の
各
分
野
で
、「
や

さ
し
さ
」
を
発
信
で
き
る
、
観
光
素
材
の

開
発
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
本
市
の
誇
れ
る

資
源
の
一
つ
で
あ
る
、「
海
」
を
生
か
し
た

体
験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
環
境
保
全
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
新
た
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
核
的
観
光
振
興
組
織
に
つ
い

て
は
、長
門
市
観
光
協
会
が
法
人
化
さ
れ
、

長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
大
都
市
圏
に

お
け
る
観
光
・
物
産
の
情
報
発
信
や
、
国

体
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
目
的
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
戦
略
的
な
観
光

宣
伝
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
長
門
市
を
舞

台
と
す
る
ロ
ケ
の
誘
致
な
ど
を
通
じ
て
、

長
門
市
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
長
門
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

保
健
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
寄
附
に
よ

り
設
置
し
た
「
す
こ
や
か
な
が
と
ワ
ク
チ

り
と
い
っ
た
、
地
域
の
課
題
を
把
握
し
解

決
に
向
け
た
取
組
を
検
証
す
る
な
ど
、
市

内
の
他
地
域
へ
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

個
性
豊
か
に
人
が
輝
く
ま
ち

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
運
営
協

議
会
制
度
を
導
入
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
」
と
、
小
中
学
校
９
年
間
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
た
「
小
中
一
貫
教
育
」

の
一
層
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
深
川
小

学
校
改
築
工
事
の
完
成
を
図
る
と
と
も

に
、
油
谷
小
学
校
改
築
事
業
の
基
本
設
計

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

耐
震
化
で
は
、
仙
崎
中
学
校
特
別
教
室
棟

の
耐
震
補
強
工
事
、
向
陽
小
学
校
の
耐
震

診
断
・
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
、
菱

海
中
学
校
校
舎
や
元
向
津
具
中
学
校
の
屋

内
運
動
場
の
耐
震
診
断
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
材
供
給
シ
ス

テ
ム
を
検
証
す
る
中
で
、
地
場
産
食
材
の

積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
自
主
運
営
組
織
に
よ
る
取
組
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
大
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向

け
て
、
具
体
的
な
調
査
・
検
討
を
進
め
て
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特 集 平 成23年 度 予 算 の 概要



地域再生のまちづくり推進予算

　近年、市税の減少や高い水準の公債費など、市財政
を取り巻く環境は年々厳しくなっています。そのため、
平成23年度の予算編成にあたっては、徹底した事務
事業の見直しと行財政改革を実行し、限られた財源を
有効かつ効率的に活用し、「選択と集中」による地域
活性化のための重点施策への配分に取り組みました。
　なお、平成23年度予算は、市民協働を推進させ、
安心して暮らせる福祉施策に引き続き取り組むととも
に、産業プロジェクトの事業を実行に移す『地域再生
のまちづくり推進予算』として位置付けています。

人件費
3,963,506
 （18.7％）

   扶助費
2,803,493
  （13.2％）

   公債費
3,530,318
 （16.7％）

その他
1,120,033
  （5.3％）

普通建設事業費
    2,833,158
      (13.4％）

災害復旧事業費
   2,500
   （0.0％）

物件費
2,701,228
（12.7％）

補助費等
1,542,586
（7.3％）

繰出金
2,698,071
（12.7％）

維持補修費
 　　 191,766
貸付金 99,912
積立金
        800,009
投資及び出資金
            7,466
予備費 20,880

義務的経費
 10,297,317
　　（48.5％）

    その他の経費
  8,061,918
（38.0％）

歳出総額
21,194,893

投資的経費
2,835,658
  （13.4％）

市税
3,781,388
（17.8％）

諸収入
560,480
（2.6％）

その他
843,764
 （4.0％）

国庫支出金
1,849,929
   （8.7％）

県支出金
1,411,932
（6.7％）

　市　債
3,840,700
  （18.1％）

地方交付税
8,150,000
（38.5％）

その他
756,700
   （3.6％）

歳入総額
21,194,893

自主財源
 5,185,632
     （24.5％）

依存財源
　　16,009,261
　　　（75.5％）

分担金及び負担金
　　  　189,246
使用料及び手数料
        　505,571
財産収入 29,367
繰入金  112,578
繰越金             1
寄附金      7,001

地方譲与税     230,500
利子割交付金    16,100
配当割交付金      5,500
株式等譲渡所得割交付金
                         2,900
地方消費税交付金
                     354,000
ゴルフ場利用税交付金
                       10,200
自動車取得税交付金
                       73,000
地方特例交付金
                       59,300
交通安全対策特別交付金
                         5,200

一般会計

特別会計
  国民健康保険事業
  公共下水道事業
  湯本温泉事業
  老人保健事業
  漁業集落排水事業
  農業集落排水事業
  介護保険事業
  電気通信事業
  後期高齢者医療事業

合　　計

21,194,893

11,343,911
5,431,450
955,783
99,756
　廃止

106,340
543,758
3,544,525
106,522
555,777

32,538,804

20,290,000

11,267,989
5,567,942
974,153
78,101

　12,391
102,075
528,960
3,294,338
103,208
606,821

31,557,989

904,893

75,922
▲ 136,492
▲ 18,370
21,655

▲ 12,391
4,265
14,798
250,187
3,314

▲ 51,044

980,815

4.5

0.7
▲ 2.5
▲ 1.9
27.7
皆減
4.2
2.8
7.6
3.2

▲ 8.4

3.1

会　 計　 別 予　算　額
（単位：千円）

前年度予算額
 （単位：千円）

増　減　額
（単位：千円）

対前年度伸率
　（単位：％）

平成23年度 予算の構成

平成23年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

※自主財源…市が自主的に収入できる財源
　依存財源…国や県の意思により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入

い
き
ま
す
。

　
「
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体
」
の
開
催

ま
で
、
い
よ
い
よ
残
り
８
ヵ
月
と
な
り
ま

し
た
。
開
催
に
向
け
て
、「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
や
広
報
活
動
を
通
じ
、
国
体
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
気
運
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
体
で

は
、「
す
る
」「
観
る
」「
支
え
る
」
の
３
分

野
の
い
ず
れ
か
に
、
市
民
の
皆
様
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
、「
国
体
総
参
加
運
動
」

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
長
門

市
に
来
ら
れ
る
多
く
の
選
手
等
の
皆
様
に

は
、
快
適
な
環
境
で
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
長
門
市
の
自

然
や
食
、
歴
史
・
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
再
び
長
門
の
地
を
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
と
一
体
と

な
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
香
月
泰
男
画
伯
の
生
誕
100
年

を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
の
特
別
展
示

に
つ
い
て
は
、
山
口
国
体
の
開
催
時
期
に

合
わ
せ
、
香
月
画
伯
の
代
表
作
で
あ
る
シ

ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
作
品
の
「
里
帰
り
展
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
初
公
開
と
な

る
「
欧
州
ス
ケ
ッ
チ
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
香
月
画
伯
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
記
念
事
業
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
没
後
80
年
金
子
み
す
ゞ
展
」
に
つ
い

て
は
、
毎
日
新
聞
社
の
主
催
に
よ
り
、
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
る
展
示
会
場
を
長
門
市
と

し
、
夏
休
み
期
間
中
に
「
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
創
り
、
自
分
発
信
す
る
ま
ち

　

自
分
発
信
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

各
地
域
審
議
会
か
ら
の
最
終
答
申
を
踏
ま

え
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
コ
ミ
ュ

テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
、「
市
民
協
働
の

体
制
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
昨
年
３
月
、
新
た
に
策
定
し
た
「
第

２
次
定
員
適
正
化
計
画
」
に
お
い
て
、
合

併
時
の
目
標
で
あ
る
「
総
職
員
数
を
10
年

間
で
100
人
削
減
」
を
、
計
画
前
倒
し
に
よ

り
７
年
間
で
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
も
目
標
達
成
に

向
け
、
組
織
の
更
な
る
ス
リ
ム
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。企
画
総
務
部
に
お
い
て
は
、

部
内
の
業
務
を
所
管
換
え
す
る
こ
と
で
、

各
種
施
策
を
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に

推
進
で
き
る
組
織
体
制
に
改
編
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
福
祉
部
に
お
い
て
は
、
社
会

保
障
分
野
と
社
会
福
祉
分
野
の
業
務
を
再

編
成
し
、新
た
に
「
保
険
課
」
と
「
福
祉
課
」

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
焼
却
施
設
や
油
谷
小
学
校

建
設
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
、
さ
ら
に
は

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
特
例
措
置
の
終

了
を
見
据
え
た
財
源
対
策
と
し
て
、
合
併

特
例
債
を
活
用
し
た「
地
域
活
性
化
基
金
」

を
平
成
22
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
に
お
い
て
も
、
そ
の
積
み
増
し
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
入
札
の

透
明
性
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市

が
提
示
す
る
一
定
の
条
件
に
適
合
す
る
も

の
は
、
す
べ
て
入
札
に
参
加
で
き
る
「
条

件
付
一
般
競
争
入
札
」
の
適
用
金
額
を
拡

大
し
ま
す
。
ま
た
、
品
質
確
保
を
図
る
観

点
か
ら
、
実
勢
価
格
を
反
映
さ
せ
る
「
最

低
制
限
価
格
制
度
」
を
新
た
に
導
入
し
、

低
入
札
価
格
調
査
制
度
と
の
併
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
「
行
財
政
改
革
」
に
つ
い
て

は
、
同
じ
種
類
の
公
共
施
設
で
格
差
の

あ
っ
た
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
、
本
年

４
月
か
ら
新
料
金
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

施
設
の
団
体
利
用
に
つ
い
て
は
、
６
ヵ
月

間
の
周
知
期
間
の
後
、
10
月
１
日
か
ら
新

た
な
減
免
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

終
わ
り
に

　

以
上
、
平
成
23
年
度
の
施
政
方
針
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施
策
の
実

現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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市
職
員
の
人
事
異
動
は
５
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

（平成23年４月１日現在） 保
険
課
・
福
祉
課
を
新
設
し
ま
し
た

新
組
織
改
編
３
年
計
画
に
よ
る
組
織
見
直
し

　

市
で
は
、「
新
組
織
機
構
改
編
3

年
計
画
」
の
２
年
目
の
取
組
み
と
し

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
運
営
に
向
け
、
４

月
１
日
か
ら
市
民
福
祉
部
お
よ
び
企

画
総
務
部
で
新
た
な
組
織
の
改
編
と

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
福
祉
部
の
組
織
改
編
で
は
、

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
及
び
介
護
保

険
料
に
係
る
業
務
を
あ
わ
せ
行
う
「
保

険
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福

祉
事
務
所
に
係
る
業
務
を
明
確
に
す

る
た
め
、
高
齢
障
害
課
と
地
域
福
祉

課
を
統
合
し
「
福
祉
課
」と
し
ま
し
た
。

　

企
画
総
務
部
関
係
で
は
、
企
画
政

策
課
所
管
業
務
の
内
、
市
民
活
動
推

進
室
が
担
当
し
て
い
た
相
談
業
務
に

つ
い
て
は
市
民
福
祉
部
市
民
課
に
、

行
政
刷
新
室
は
秘
書
広
報
課
に
、
す

ぐ
や
る
係
は
総
務
課
に
移
管
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秘
書
広
報
課
所
管
業
務

の
内
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン

タ
ー
は
企
画
政
策
課
に
、
情
報
推
進

係
は
総
務
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

　

次
号
で
は
、
市
役
所
の
主
な
業
務

内
容
ご
と
に
担
当
係
の
直
通
電
話
番

号
を
記
載
し
た
「
長
門
市
役
所
ミ
ニ

ガ
イ
ド
」
を
折
り
込
む
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

人
事
係 

℡ 

23
‐
１
１
１
４

平成23年４月からの市役所組織変更点

課名 係名 主な業務

市民課

窓口係
住基、戸籍、印鑑証明、国民年
金

市民相談係 市民相談、消費生活相談

保険課

賦課管理係
国保・介護保険の賦課、後期高
齢者医療

医療給付係
療養給付、出産育児一時金、
葬祭費

徴収係
国民健康保険料・後期高齢者医
療保険料・介護保険料の徴収

福祉課

福祉係
障害者の福祉、赤十字、福祉医
療、地域福祉計画

高齢福祉係 高齢者の福祉、老人福祉施設

介護支援係
介護保険給付、認定、介護保険
施設

保護係
生活保護法による保護の決定・
実施

子ども未来
室

子育て支援、子ども手当、ひとり
親家庭の支援、家庭児童相談窓口

地域包括支
援センター

高齢者の総合相談窓口

健康増進課

健康企画係
感染症予防、地域医療、救急医
療

健康推進係
母子及び成人の健康づくり
健康診査、健康相談

市民課、保険課、福祉課、健康増進課の業務

部 課 変更した係等 変更点

企画総務部

企画政策課
（旧市民活動推進室） 文化振興、男女共同参画、市民協働は引き続

き企画政策課が担当
ケーブルテレビ放送セ
ンター 秘書広報課から移管

秘書広報課 行政刷新室 企画政策課から移管

総務課
すぐやる係 企画政策課から移管

情報推進係 秘書広報課から移管

市民福祉部

市民課
（旧国保年金医療係） 国民年金は引き続き市民課が担当

市民相談係 相談業務を企画政策課から移管

保険課 賦課管理係、医療給付
係、徴収係

国保・後期高齢者医療及び介護保険料に係る
業務を合わせて行う「保険課」を新設

福祉課

福祉係、高齢福祉係、
介護支援係、保護係、
子ども未来室、地域包
括支援センター

高齢障害課と地域福祉課を統合し、福祉事務
所に係る業務を所管する「福祉課」を新設

健康増進課
健康企画係、健康推進
係 「母子保健係」と「成人保健係」を再編



日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

22
年
12
月
31
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て

長
門
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
県
内
か
ら

長
門
市
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
で

投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
場

合
は
、「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
証
明
書
等
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明

書
は
、
長
門
市
で
も
、
前
住
所
地
の
市
町

で
も
発
行
し
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
投
票
所
に

つ
い
て
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
午
後
７
時
ま
で
の
投
票
所

・
大
垰
投
票
所　

・
田
久
道
投
票
所

・
久
津
投
票
所　

・
本
郷
投
票
所

・
大
浦
投
票
所　

・
油
谷
投
票
所

・
水
岬
投
票
所　

・
川
尻
投
票
所

　

投
票
日
当
日
の
投
票
は
決
め
ら
れ
た

投
票
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
入
場
券
」
で
投
票
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
３
月
16
日
（水）
ま
で
に
市
内

転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
17
日
（木）
以
後
に
届
け
出
を
し
た

人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

　

投
票
所
を
案
内
す
る
入
場
券
は
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
と
投
票
所
を
よ

く
お
確
か
め
の
う
え
、
投
票
日
に
は
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

入
場
券
の
代
わ
り
に
「
案
内
文
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
入
場
券
の

代
わ
り
に
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
等
の
人
で
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
投
票
用
紙
請
求
書
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

投
票
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
ハ
ッ
キ
リ

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
や
字
を
忘
れ
た
と
き

は
、
投
票
記
載
台
に
掲
示
し
て
い
る
候
補

者
一
覧
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
汚
損
し
た
場
合
や
、
書
き

損
じ
た
と
き
は
、
投
票
用
紙
を
再
交
付
し

ま
す
の
で
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
文
字

が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票
用

紙
に
記
入
し
ま
す
。
投
票
の
内
容
が
外

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
は
、「
期
日
前
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
、
場
所
及
び
時
間

【
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

・
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

４
月
２
日
（土）
〜
４
月
９
日
（土）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
支
所

　

４
月
２
日
（土）
〜
４
月
９
日
（土）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
出
張
所

　

４
月
４
日
（月）
〜
４
月
８
日
（金）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分

※
居
住
地
域
で
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
会
場
で
も
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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投
票
の
場
所
は

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４

月
10
日
（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
県
議
会
へ
私

た
ち
の
代
表
を
送
る
大
切
な
選
挙
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り

の
貴
重
な
一
票
が
、
山
口
県
の
未
来
を
方
向
づ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
よ
く
考
え
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を

ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、
投
票
日
に
は
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
選
挙
権
停
止
中
の
者
は
除
く
。）

　

選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
３
年
４
月
11

投
票
で
き
る
人
は

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

投
票
の
時
間
は

代
理
・
点
字
投
票

期

日

前

投

票

●
日
時　

４
月
10
日
（日）

　
　
　
　
　
　

午
後
９
時
30
分
〜

● 

場
所　

な
が
と
総
合
体
育
館

●
中
間
発
表　

得
票
中
間
発
表
は
、
午

後
10
時
30
分
か
ら
30
分
お
き
に
行
い

ま
す
。
開
票
状
況
は
長
門
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
も
お

伝
え
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局　

℡
23
‐
１
１
６
７ 

開

票

は

不

在

者

投

票

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人

  

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。 

病
院
長
や
施
設
の
管
理
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
外
に
滞
在
中
の
人

  

本
人
が
「
宣
誓
書
・
請
求
書
」
に
よ
り

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ

の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
き
、
不

在
者
投
票
を
し
ま
す
。 

請
求
は
早
め
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

害
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
、
内

臓
機
能
の
障
害
は
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
書
い
て
あ
る
人

　

対
象
者
は
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
自
宅
な

ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
４
月
６
日
（水）
ま

で
で
す
。

代
理
記
載
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
と
書
い
て

あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
に

加
え
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
（
代
理
記
載

の
た
め
の
申
請
、
代
理
記
載
人
の
届
出
）

が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の

障
害
は
１
級
か
２
級
、
内
臓
機
能
の

障
害
は
１
級
か
３
級
、
免
疫
・
肝
臓
の

障
害
は
１
級
か
ら
３
級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障

投
票
は
氏
名
を
ハ
ッ
キ
リ
と

平成22年度明るい選挙啓発標語応募作品
中野隼秀  さん（応募当時三隅中学校３年）

投票日 ４月10日(日)

その一票　地域を変える　カギになる

山口県議会議員一般選挙

行　　　　政　　　　区

通１区・通２区・通３区・通４区・通５区・通６区・通７区
通８区・通９区・通10区・通11区・通12区・通13区

通14区・通15区・通16区

白潟１区・白潟２区・白潟３区

祇園町・南町・幸町・旭町・錦町・新屋敷町・新開町
鳥越１区・鳥越２区

栄町・本町・北本町・洲崎町・今浦町・鍛冶屋町
中新町・新町

大日比

大泊

青海

田屋

駅前区・湊１東区・湊１西区・湊２区・湊中央区・湊３区

中山・緑ヶ丘・藤中・江良・正明市１区・正明市２区
正明市３区・正明市４区・正明市５区・上郷・下郷

下川西・後ヶ迫・上ノ原・開作・上川西１区・上川西２区
上川西３区

板持１区・板持２区・板持３区・板持４区

殿台・大河内・小河内・河原

門前・湯本・三ノ瀬

山小根・渋木中区・坂水・渋木１区・渋木２区・渋木３区

大垰

真木

小原・木津

郷・黒川・大羽山

湯町・上政・上安田・下安田・七重

滝坂・一の瀬・三隅中畑・杉山

樅の木・宗頭・兎渡谷

麓・上中小野・下中小野・辻並

大竹・正楽寺

市・湯免・三隅中村・土手・久原・生島

津雲・飯井

野波瀬

向山・豊原・二条窪・平野・上東方

下東方・小島・浅田・殿村新開・向開作・沢江・上ゲ

黄波戸口・堀田・亀山・亀山団地・古市・上城・狩宿・一円
向田・川原・日置中村・東坂本・西坂本・炭床・長行

長崎・黄波戸・矢ケ浦・茅刈・境川

大内山上・大内山下・畑・国広・真口・新市
農士園・小野地

北山・野田北・野田南・雨乞

亀田・植松・荒人・長久・杣地・有宗・広中・稲石・人丸

新別名・駅通・大迫・東大坊

芝崎・大坊・田上・二ノ瀬・坂根・山根
札場・河原浦・大江

浅井・尾崎・里・伊上浦・岡・宮ノ馬場・上り野
前方・須方・綾湖・貝川

上蔵小田・下蔵小田・油谷中畑・渡場・掛渕

上津黄・東津黄・西津黄

東後畑・大畠・青村

東立石・西立石

小田・赤屋・木吹・大川尻

田久道

白木・久津

大和・南方・本郷・山崎・上野西

大浦東・大浦西

油谷

水岬

中ノ森・上野東・川尻東・川尻西

投　　票　　所

通公民館会議室

田ノ浦会館

白潟公民館

仙崎小学校屋内運動場

あおい幼稚園

大日比公会堂

青海島地区多目的研修集会所

青海集落センター

田屋公会堂

湊２区公会堂

長門市中央公民館玄関ホール

上川西市営住宅集会所

板持公会堂

河原活性化センター

湯本温泉旅館協同組合会議室

大畑体育館１階多目的室（旧大畑小）

大垰集会所

真木公会堂

木津区民館

俵山公民館会議室

湯町区公民館

一の瀬公会堂

宗頭文化センター研修室

上中小野集落センター

大竹集落センター

三隅保健センター

津雲集落センター

野波瀬漁協会館

豊原コミュニティセンター

三隅勤労者スポーツセンター

日置保健センター

黄波戸漁村センター

日置高齢者コミュニティセンター

野田北集会所

久富公民館

油谷支所玄関ホール

油谷河原農業研修所多目的ホール

伊上公民館

旧蔵小田保育園ホール

山口県漁協津黄支店大広間

宇津賀出張所会議室

山口県漁協立石支店集会所

角山老人憩いの家

久原堂

向津具保育園（旧久津保育園）ホール

向津具小学校1階家庭科室

山口県漁協大浦支店階上会議室

油谷公会堂

水の口公会堂

山口県漁協川尻支店生活改善室

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

※投票時間は午後７時まで

投票区

通

田ノ浦

白　潟

仙崎第１

仙崎第２

大日比

大　泊

青　海

田　屋

湊

正明市

上川西

板　持

長門河原

湯　本

渋　木

大　垰

真　木

木　津

大羽山

湯　町

一の瀬

宗　頭

上中小野

大　竹

土　手

津　雲

野波瀬

豊　原

浅　田

古　市

黄波戸

国　広

野　田

久　富

新別名

油谷河原

伊　上

蔵小田

津　黄

後　畑

立　石

角　山

田久道

久　津

本　郷

大　浦

油　谷

水　岬

川　尻

投票は、決められた投票所で行うことになっています。
郵送された「投票所入場券」で投票所を確認してください。

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

私
の
一
票

必
ず
投
票
！
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３
月
14
日
（月）
、
消
防
本
部
か
ら

消
防
救
急
隊
3
名
が
、
高
規
格
救

急
車
に
防
寒
具
や
食
料
を
積
み
、

東
北
関
東
大
震
災
の
被
災
地
へ
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。
現
地
で
10

日
間
程
度
救
命
活
動
に
あ
た
り
ま

し
た
。 
ま
た
、
３
月
15
日
（火）
、
東

北
関
東
大
震
災
の
被
災
地
で
避
難

所
な
ど
へ
の
給
水
活
動
を
行
う
た

め
、
市
役
所
水
道
課
か
ら
2
名
、

一
般
職
員
２
名
の
支
援
隊
が
被
災

地
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
派
遣
先
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
が
危
険
な
状
態
に
な
っ

た
た
め
一
時
待
機
し
、
翌
日
の
16

日
（水）
に
目
的
地
を
変
更
し
再
出
発

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
給
水
活
動

の
他
に
、
市
が
備
蓄
し
て
い
た
簡

易
ト
イ
レ
、
毛
布
、
保
存
食
料
な

ど
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

東
北
関
東
大
震
災

被
災
地
支
援
に
出
動
し
ま
す
！

被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
発
足

市
民
総
力
で
被
災
地
支
援
へ

　

３
月
22
日
（火）
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
係
る
被
災
者
支
援
長

門
市
市
民
会
議
が
長
門
市
物
産
観

光
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
内

105
団
体
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
北
関
東
大
震
災
の
被

災
地
と
被
災
者
を
応
援
し
、
早
期

の
復
旧
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
冒
頭
、
南
野
市
長
が
、

「
長
門
市
民
の
総
力
を
結
集
し
て

義
援
金
や
支
援
物
資
を
被
災
地
の

み
な
さ
ん
に
い
ち
早
く
届
け
た

い
。皆
さ
ま
の
特
段
の
ご
協
力
を
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
今
後

の
活
動
と
し
て
は
、
募
金
活
動
と

救
援
物
資
の
受
付
搬
送
、
被
災
者

の
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲南野市長が被災地へ向かう消防救急隊員を激励

▼水道課職員らの出発式

第
３
回
Ｙ
Ｙ
い
が
み
ま
つ
り

地
域
を
元
気
に
！
災
害
募
金
も

　

３
月
13
日
（日）
、「
Ｙ
Ｙ
い
が
み

ま
つ
り
」
が
油
谷
・
伊
上
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
伊
上
地
区

の
住
民
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

「
Ｙ
Ｙ
い
が
み
」
が
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。
伊
上
公
民
館
の

前
の
広
場
で
は
、
干
物
や
野
菜
、

焼
き
鳥
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ぜ
ん

ざ
い
な
ど
各
種
バ
ザ
ー
が
開
か

れ
、
公
民
館
の
中
で
は
写
真
や
絵

画
、
習
字
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、「
Ｙ

Ｙ
い
が
み
鍋
」
200
食
分
が
無
料
で

ふ
る
ま
わ
れ
る
な
ど
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
内
に

は
東
北
関
東
大
震
災
へ
の
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
、
集
ま
っ
た
義
援
金

６
万
７
千
１
円
が
後
日
市
役
所
へ

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

▲会場のようす

▼ＹＹいがみ鍋の無料配布

（社）
長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
設
立

長
門
の
観
光
力
を
結
集
し
よ
う
！

　

３
月
３
日
（木）
、
社
団
法
人
長
門

市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

設
立
総
会
が
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

で
行
っ
て
い
る
観
光
事
業
や
活
動

を
一
元
化
し
、
観
光
振
興
の
中
核

的
組
織
と
し
て
現
在
の
観
光
協
会

を
発
展
的
に
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

総
会
の
後
に
開
か
れ
た
懇
親
会

で
は
、
南
野
市
長
が
、「
長
門
の

魅
力
の
創
出
や
情
報
発
信
に
取
り

組
む
体
制
が
整
う
こ
と
に
大
き
く

期
待
し
て
い
ま
す
。
観
光
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
ご
尽

力
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

み
す
み
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
ひ
と
つ

　

２
月
20
日
（日）
、
三
隅
保
健
セ
ン

タ
ー
で
み
す
み
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
設
立
記
念
式
典
が
開
か
れ

ま
し
た
。
同
会
は
「
あ
な
た
に
で

き
る
こ
と
ひ
と
つ
」を
合
言
葉
に
、

地
域
住
民
が
地
域
福
祉
を
推
進

し
、
楽
し
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
こ
と
を
目
的
に
新
た
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
辻
野
達
也
会
長
は
、「
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
、
こ
の
協
議
会
が
地
域
づ

く
り
の
一
翼
を
担
う
組
織
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
今
後
、同
会
で
は
、

広
報
紙
の
発
行
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

2011.4.1 14
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海
上
交
通
安
全
祈
願
祭

航
海
と
乗
客
の
安
全
を
祈
願

　

２
月
27
日
（日）
、
海
上
交
通
安
全

祈
願
祭
が
青
海
島
観
光
汽
船
乗
り

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祈
願

祭
は
、
観
光
船
の
１
年
間
の
航
海

と
乗
客
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の

で
、
祈
願
式
に
は
関
係
者
ら
約
20

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
の
後
、

観
光
船
に
よ
る
花
津
浦
ま
で
の
海

上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
17
回
青
海
島
健
康
マ
ラ
ソ
ン

楽
し
く
走
っ
て
健
康
づ
く
り

　

２
月
27
日
（日）
、
旧
青
海
島
小
学

校
周
辺
で
、
第
17
回
青
海
島
健
康

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
や
一
般
の
部
の
ほ
か
、
自

分
が
設
定
し
た
時
間
に
近
く
走
る

こ
と
を
競
う
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

の
部
」、
ペ
ア
で
走
っ
た
タ
イ
ム

を
競
う
「
ペ
ア
の
部
」
な
ど
12
部

門
に
206
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

17

　

３
月
14
日
（月）
、
長
門
市
消
防
本

部
は
、
初
期
消
火
に
協
力
し
た
と

し
て
大
中
文
雄
さ
ん
、
渡
邉
サ
チ

子
さ
ん
、
吉
元
英
幸
（
工
事
現
場

代
表
者
）
さ
ん
の
３
名
を
表
彰
、

市
役
所
で
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
中
さ
ん
は
１
月
27
日
（木）
、
日

置
大
内
山
上
の
自
宅
近
く
で
農
作

業
中
に
建
物
火
災
を
発
見
し
、
消

火
栓
器
具
庫
か
ら
ホ
ー
ス
３
本
を

延
長
し
て
消
火
。
吉
元
さ
ん
は
１

月
28
日
（金）
、
工
事
関
係
者
７
名
と

俵
山
湯
町
で
民
家
の
火
災
を
発
見

し
、
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

初
期
消
火
に
成
功
。渡
辺
さ
ん
は
、

そ
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
加
わ
り
、

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

初
期
消
火
協
力
に
感
謝
状

初
期
消
火
で
被
害
最
小
限
に

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
狂
言
教
室

古
典
芸
能
を
身
近
に
感
じ
て

　

２
月
25
日
（金）
、
開
館
10
周
年
記

念
狂
言
教
室
が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

26
日
の
「
万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演
」

に
先
立
ち
、
狂
言
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の

で
、
市
内
の
４
つ
の
小
学
校
の

５
・
６
年
生
と
市
民
な
ど
約
230
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

解
説
と
指
導
を
し
た
の
は
、
狂

言
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
月
崎

晴
夫
さ
ん
。
舞
台
に
上
が
っ
た
８

人
の
市
民
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も

狂
言
の
し
ぐ
さ
や
声
の
出
し
方
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。
会
場
の
小
学

生
た
ち
も
、「
笑
う
」
練
習
に
参

加
し
、
日
頃
な
じ
み
の
な
い
古
典

芸
能
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
（日）
、
仙
崎
の
遍
照
寺

で
「
み
す
ゞ
墓
前
祭
」
が
行
わ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
金
子
み
す
ゞ
愛
好

者
約
120
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
金
子
み
す
ゞ

顕
彰
会
」
が
主
催
で
、
み
す
ゞ
さ

ん
の
命
日
で
あ
る
３
月
10
日
の
、

前
の
日
曜
日
に
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

墓
前
祭
で
は
、
倉
本
住
職
に
よ

る
お
経
が
上
げ
ら
れ
る
中
、
参
列

者
が
順
番
に
焼
香
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
み
す
ゞ
少
年
少
女

合
唱
団
に
よ
る
「
大
漁
」
な
ど
の

合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
お
墓
の
前
で

読
経
が
上
げ
ら
れ
、
全
員
で
手
を

合
わ
せ
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

み
す
ゞ
墓
前
祭
に
約
120
人
が
参
列

空
の
み
す
ゞ
さ
ん
へ
祈
り

介
護
予
防
市
民
公
開
講
座

思
い
を
く
み
取
る
こ
と
か
ら

　

３
月
12
日
（土）
、
介
護
予
防
市
民

公
開
講
座
「
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
」
講
演
会
が
、
長
門
市
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者

と
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
南
野

市
長
は
、「
本
市
の
高
齢
化
率
は
、

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
一
助
に

な
れ
ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
岡
山
県
支
部
代
表  

妻
井

令
三
さ
ん
が
、
自
ら
の
経
験
を
も

と
に
、「
認
知
症
と
真
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
認
知
症
の
人
や
家
族

の
思
い
を
く
み
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

通
小
学
校
で
「
通
鯨
唄
」
引
継
ぎ
式

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま
す
！

　

３
月
３
日
（木）
、
通
小
学
校
で
通

地
区
の
伝
統
芸
能
「
通
鯨
唄
」
の

引
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
式
は
卒
業
す
る
６
年
生
８
人
か

ら
下
級
生
に
通
鯨
唄
の
法は
っ
ぴ被
や
太

鼓
の
ば
ち
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、

卒
業
を
控
え
た
こ
の
時
期
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、全
校
児
童
32
人
が
「
祝

え
目
出
度
」、「
朝
の
目
覚
め
」
を

披
露
。
歌
い
終
え
る
と
、
６
年
生

の
山
近
尚
史
君
が
５
年
生
の
内
山

夢
実
さ
ん
に
法
被
を
手
渡
し
ま
し

た
。
受
け
取
っ
た
内
山
さ
ん
は
、

「
大
切
な
伝
統
を
し
っ
か
り
引
き

継
げ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
最
後
に
６
年
生

が
見
守
る
中
、
５
年
生
以
下
の
在

校
生
全
員
で
「
朝
の
目
覚
め
」
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
ま
し
た
。

▲鯨唄を歌う全校児童
▼法被の引き継ぎ

▼左から大中さん、渡辺さん、吉元さん
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就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
就
学
し
、

経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食
費
の
支

払
い
や
学
用
品
等
の
購
入
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

■ 

対
象

・ 

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
対
象
者

（
要
保
護
者
）

・ 

要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
人

■ 

援
助
の
内
容　

学
用
品
費
・
通
学
用

品
費・新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費・

学
校
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
等

※ 

要
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
法
に
よ
り
援
助
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
は
除
き
ま
す

■ 

申
請
方
法　

各
小
・
中
学
校
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
所
得
を
証
明

で
き
る
資
料
等
を
添
え
て
、
学
校

長
経
由
で
教
育
委
員
会
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
学
事
係　

℡
23
‐
１
２
５
８

国
民
年
金
保
険
料
額
が

安
く
な
り
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
、０
２
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
も
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
預
貯

金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
の
窓
口
、
年

金
事
務
所
、
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各

支
所
の
年
金
担
当
係
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
納
付
書
ま
た

は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
窓
口
係

℡
23
‐
１
１
２
９

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
仮
徴
収
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

り
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
年
２
月
に
支
給
さ
れ
た
年

金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
、
２
月
に
天
引
き

さ
れ
た
保
険
料
額
と
同
じ
金
額
が
、

上
下
水
道
料
金

コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（金）
以
降
に
発

行
し
た
納
付
書
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
上
下
水
道
料
金
の
お

支
払
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
口
座
振
替
や
各
金

融
機
関
、
長
門
市
役
所
・
各
支
所
お

よ
び
出
張
所
で
の
窓
口
納
入
に
加
え

て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
入
が
可
能
と

な
り
、
24
時
間
い
つ
で
も
お
支
払
い

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で

の
お
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

金
融
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・ 

合
計
額
が
、
30
万
円
を
超
え
る
納

付
書

・ 

バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
納
付

書
、
ま
た
は
汚
れ
、
キ
ズ
な
ど
で

バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
納

付
書

・
納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
納
付
書

・
納
入
金
額
を
訂
正
し
た
納
付
書
な
ど

■ 

問
い
合
わ
せ

・
水
道
料
金　

水
道
課
総
務
係

℡
23
‐
１
１
６
９

・
下
水
道
料
金　

下
水
道
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
９
０

４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
算
出

し
た
平
成
23
年
度
の
確
定
保
険
料
は

７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

保
険
課
医
療
給
付

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
９

街　

頭　

献　

血

■ 

日
時
／
場
所

●
４
／
５ 

（火）

・
ウ
ェ
ー
ブ　
　

10

：

00
〜
12

：

00

13

：

15
〜
16

：

00

●
４
／
６ 

（水）

・
市
役
所
三
隅
支
所９

：

00
〜
11

：

00

・
長
門
市
教
育
委
員
会

12

：

00
〜
13

：

00

・
Ｊ
Ａ
長
門
大
津
本
所

15

：

00
〜
16

：

30

※ 

200 

ml
、
400 

ml
献
血
を
行
い
ま
す

※ 

献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

■ 
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
５

長
門
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

第
33
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り
を
２

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。
公

民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
皆
さ

ん
が
、
活
動
の
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い

披
露
し
ま
す
。
ご
来
場
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

４
／
23 

（土）
、
24 

（日）

　

９

：

00
〜
16

：

00（
24
日
は
15

：

00
）

※
ス
テ
ー
ジ
発
表　

10

：

30
〜

■ 

内
容　

作
品
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
＆
お
楽
し
み
抽
選
会
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー

■ 

会
場　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
市
中
央
公
民

館　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
８
１

義
援
金
に
つ
い
て

　

東
北
関
東
大
震
災
被
災
地
へ
の
義

援
金
の
募
金
箱
を
市
内
の
公
共
施
設

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
の
受
付
口
座
で
も
義
援

金
の
振
込
み
が
で
き
ま
す
。

■ 

募
金
箱
の
設
置
場
所

長
門
地
区

　

 

市
役
所
本
庁
窓
口
、仙
崎
出
張
所
、

通
出
張
所
、
俵
山
出
張
所
、
長
門

市
中
央
公
民
館
、
長
門
市
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
金
子
み

す
ゞ
記
念
館
、通
く
じ
ら
資
料
館
、

ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ

三
隅
地
区

　

 

三
隅
支
所
、
三
隅
公
民
館
、
香
月

泰
男
美
術
館
、村
田
清
風
記
念
館
、

宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー
、
湯
免
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

日
置
地
区

　

 

日
置
支
所
、
日
置
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

油
谷
地
区

　

 

油
谷
支
所
、
宇
津
賀
出
張
所
、
向

津
具
出
張
所
、
油
谷
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■ 

受
付
口
座

・
金
融
機
関

　

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
口
座
記
号
番
号

　

０
０
１
４
０
‐
８
‐
５
０
７

・ 

加
入
者
名　

日
本
赤
十
字
社
東
北

関
東
大
震
災
義
援
金

■ 

問
い
合
わ
せ　

日
赤
山
口
県
支
部

長
門
市
地
区
（
長
門
市
福
祉
課
福

祉
係
）　
　
　

℡
23
‐
１
２
４
５

救
援
物
資
に
つ
い
て

■ 

受
付
物
資

　

 

受
付
物
資
は
、
食
料
品
、
水
、
衛

生
用
品
、
各
種
生
活
用
品

※ 

状
況
に
よ
っ
て
は
、
救
援
物
資
の

受
け
付
け
を
中
止
に
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※ 

食
料
品
は
、
生
も
の
や
賞
味
期
限

の
短
い
も
の
は
除
き
ま
す

※ 

衣
類
や
タ
オ
ル
類
、
紙
お
む
つ
等

は
、
原
則
と
し
て
、
新
品
ま
た
は

未
使
用
の
も
の
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

済
み
で
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
も

の
に
限
り
ま
す

※ 

収
納
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
で
包

装
し
品
名
を
表
示
し
て
く
だ
さ
い

■ 

受
付
窓
口

　

 

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
協

議
会
各
支
部
（
三
隅
、日
置
、油
谷
）

■ 

受
付
時
間　

８

：

30
〜
17

：

15

■ 

問
い
合
わ
せ

・
長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
22
‐
８
２
９
４

・ 

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
三
隅
支
部

　
　
　
　
　

℡
43
‐
２
８
５
１

・ 

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
日
置
支
部

　
　
　
　
　

℡
37
‐
３
９
３
７

・ 

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
油
谷
支
部

℡
32
‐
０
９
３
１

東
北
関
東
大
震
災
被
災
地
へ
の
義
援
金
・
救
援
物
資
を

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

３
月
11
日
14
時
46
分
頃
に
発
生
し

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
わ

が
国
に
お
け
る
観
測
史
上
最
悪
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・０
を
記
録
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、

私
た
ち
の
想
像
力
を
は
る
か
に
上
ま

わ
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
な
お
、
被
災
地
に
お
い

て
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
緊
急
事
態
に
際
し
、
本
市
に

お
い
て
も
、
被
災
地
で
の
支
援
に
少

し
で
も
役
立
ち
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
14
日
に
は
、
長
門
市
消
防
本
部

職
員
3
名
が
救
急
車
両
と
も
に
現
地

に
向
か
い
、
16
日
に
は
被
災
地
に
飲

料
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
職
員
が

給
水
車
で
被
災
地
に
入
り
、
救
援
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

の
企
業
か
ら
も
大
量
の
保
存
食
品
提

供
の
申
し
出
が
あ
り
、
自
衛
隊
等
を

通
じ
て
現
地
に
届
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
善
意
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
月
22
日
に
は
、「
被
災
地
の
た
め

に
、
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
」

と
の
市
民
の
共
通
の
思
い
か
ら
、
市

内
110
団
体
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る

被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
」
を

設
立
し
、
市
内
全
域
に
支
援
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
、
現
地
で
は
多
く
の
生
活
物
資

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
長
門
市
民
の
総
力
を
結
集
し
て
、

被
災
地
の
皆
さ
ん
に
義
援
金
や
救
援

物
資
を
い
ち
早
く
お
届
け
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
特
段

の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
門
市
長　

南
野
京
右

被災地へ
向けて

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震   

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
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平
成
22
年
度

長
門
市
教
育
特
別
表
彰

文
化
部
門

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
造
形
の
部　
推
奨

　
笠
本　
季
歩
（
深
川
小
３
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
立
体
造
形
の
部　
推
奨

　
来
嶋　
翔
吾
（
仙
崎
小
３
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
立
体
造
形
の
部　
推
奨

　
中
田　
怜
奈
（
明
倫
小
４
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
造
形
の
部　
推
奨

　
斎
藤　
優
里
（
仙
崎
小
４
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
立
体
造
形
の
部　
推
奨

　
松
谷　
大
輝
（
仙
崎
小
４
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
造
形
の
部　
推
奨

　
斎
藤
あ
か
り
（
仙
崎
中
１
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
造
形
の
部　
推
奨

　
末
永　
実
梨
（
三
隅
中
１
年
）

◆ 

第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
造
形
の
部　
推
奨

　
横
田　
智
世
（
通
中
２
年
）

◆ 
第
63
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
平
面
造
形
の
部　
推
奨

　
永
松　
洸
祐
（
日
置
中
２
年
）

◆ 

第
11
回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ

く
り
教
育
フ
ェ
ア 

め
ざ
せ
!!
「
木

工
の
技
」
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
優
秀
賞

　
植
中　
聖
也
（
深
川
中
２
年
）

体
育
部
門

◆ 

第
30
回
山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

第
１
位

　
溝
部　
綾
音
（
深
川
小
５
年
）

◆ 

第
30
回
山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会
走
り
幅
跳
び
（
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト
方
式
）　
第
１
位

　
古
田　
琢
人
（
仙
崎
小
５
年
）

◆ 

第
30
回
山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会　
400
ｍ
リ
レ
ー

　
第
１
位

　
深
川
小
５
年
（
４
名
）

　
上
田
ひ
か
る　
　
河
本　
真
穂

　
久
保
田
あ
み　
　
松
尾
美
帆
子

◆ 

サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
７
回
全
国

小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大

会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
第
3
位

　
明
倫
小
学
校
５・６
年（
10
名
）

　
木
原　
賢
志　
　
髙
村　
楓
斗

　
種
池　
修
斗　
　
中
谷
茉
佑
香

　
前
田　
純
孝　
　
山
下　
大
輔

　
山
下　
悠
太　
　
木
原　
宏
樹

　
中
野　
賢
聡　
　
髙
村　
徹

◆ 

第
26
回
中
国
中
学
校
柔
道
選
手
権

大
会
女
子
個
人
70
㎏
超
級

　
第
3
位

　
岡
本　
彩
（
深
川
中
２
年
）

◆ 

第
44
回
中
国
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
女
子
3
年
100
ｍ 

第
３
位

　
黒
瀬　
温
子（
深
川
中
３
年
）

　

平
成
22
年
度
に
文
化
・
体
育
の
分
野
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

た
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
長
門
市
教
育
特
別
表
彰
」
の
授
与
式
が

２
月
25
日
（金）
、
長
門
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
、
文
化
部
門
に
10
個
人
、
体

育
部
門
に
４
個
人
・
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素

か
ら
市
政
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
て
、
折
り
返
し
と
な
る

2
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、「
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
へ
の
取
組
」
と
「
産

業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
」

を
市
政
刷
新
に
向
け
た
主
要

課
題
と
し
て
諸
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
、
私
が
皆
様
に
お
約

束
し
た
公
約
を
具
現
化
す
る

年
と
位
置
付
け
、
長
門
市
の

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
10
箇
所
で
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、

後
期
日
程
と
し
て
、
下
記
の

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」開
催

まちづくり懇談会（後期）日程表
地域 地　区 区　域 場　所 開催日 時　間
日置 黄波戸地区 長崎・黄波戸・矢ヶ浦・茅刈 黄波戸漁村センター ４／ 13（水）

19：00

～

21：00

三隅
野波瀬地区 野波瀬地区 野波瀬漁協会館 ４／ 18（月）

飯井地区 飯井 飯井集会所 ４／ 21（木）

油谷
向津具地区 向津具上・下 向津具公民館 ４／ 25（月）

川尻地区 川尻 川尻漁村センター ５／９（月）

長門

西深川地区 西深川 みのり保育園 ５／ 20（金） ※
真木・渋木地区 真木・渋木全区 長門市農村婦人の家 ５／ 24（火）

19：00

～
21：00

白潟地区 白潟 白潟区民館 ５／ 26（木）

通地区 通全区 通公民館 ５／ 31（火）

湯本地区 深川湯本 湯本温泉旅館組合会議室 ６／２（木）

■問い合わせ　秘書広報課広報広聴係　℡ 23-1117　　　　　  ※西深川のみ19：30 ～ 21：00

と
お
り
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

私
自
ら
が
皆
様
方
の
地
域

に
出
向
き
、
市
政
に
つ
い
て

の
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
を

直
接
お
聴
き
し
、
今
後
の
市

政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
13
日
か
ら
6
月
2
日

ま
で
の
間
、
順
次
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

対
象
地
区
以
外
の
皆
様
の
ご

参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

観
光
客
誘
致
の
た
め
の

取
り
組
み
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
る
事
業
に
対
し
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
次
の
表
に
該
当
す
る
事
業
を

計
画
し
て
い
る
団
体
は
、
観
光
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
請
方
法
等
、
く
わ
し
い
内
容
は

後
日
、説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■ 

申
込
期
限　

４
／
15 

（金）

■ 

問
い
合
わ
せ　

観
光
課
観
光
振
興

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
７

補助事業 補助対象経費 補助額

集客イベン
ト重点支援
事業

宿泊等につながる新たなイベントの開
催に係る経費

事業費の３分の２
（限度額30万円）

「やさしさ」
ブラッシュ
アップ事業

「里」および「食」に係る「やさしさ」
を発信できる観光素材の開発やブラッ
シュアップを行う事業に要する経費

夜間・早朝
プログラム
実施事業

地域の団体等が宿泊施設等と連携して
夜間・早朝型の観光素材の開発やブラッ
シュアップを行う事業に要する経費

危
険
物
取
扱
者
試
験（
前
期
）

■ 

試
験
種
別　

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

■ 

願
書
受
付
期
間

・ 

書
面
申
請　
　

４
／
８
（金）
〜
19 

（火）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請

　

４
／
５
（火）
〜
16 

（土）

※ 

願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係
お
よ
び
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す

■ 

試
験
日　

６
／
12 

（日）

※ 

時
間
は
試
験
種
別
で
異
な
り
ま
す

※
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

※ 

乙
種
、
丙
種
は
資
格
制
限
な
し

■ 

試
験
会
場
（
乙
種
第
４
類
・
丙
類
）

　

 

長
門
総
合
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
２
階

※ 

甲
種
、乙
種
第
１
類
・
２
類
・
３
類
・

５
類
・
６
類
に
つ
い
て
は
長
門
市

以
外
の
市
で
実
施
さ
れ
ま
す

■ 

試
験
準
備
講
習
会
日
時
／
場
所

・
５
／
17 

（火）　

９

：

00
〜
16

：

00

・
５
／
18 

（水）　

９

：

00
〜
16

：

00

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申

請
が
一
部
の
種
類
で
可
能
で
す
。

く
わ
し
く
は
（財）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

■ 

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
係　
　

℡
22
‐
５
２
９
６

長
門
市
総
合
計
画

審
議
会
委
員
の
募
集

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

長
門
市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に

策
定
し
た
「
第
１
次
長
門
市
総
合
計

画
」
の
後
期
計
画
（
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
28
年
度
ま
で
）
を
策
定
し
ま

す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
幅
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
、
審
議
し
て
い
た
だ
く
「
長
門
市

総
合
計
画
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■ 
応
募
資
格　

長
門
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
持
ち
、
広
い
視
野
で

意
見
や
提
案
を
い
た
だ
け
る
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
。た
だ
し
、

現
在
長
門
市
の
審
議
会
委
員
等
の

委
員
に
な
っ
て
い
る
人
や
公
務
員

は
除
き
ま
す

■ 

募
集
人
員　

３
人
以
内

■ 

任
期　

平
成
23
年
６
月
〜
平
成
24

年
３
月
（
予
定
）

■ 

開
催　

任
期
期
間
中
４
回
程
度
審

議
会
を
開
催
し
ま
す
（
規
定
の
報

酬
と
交
通
費
を
お
支
払
い
し
ま

す
。
ま
た
、
開
催
時
間
は
午
後
6

時
30
分
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

■ 

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、企
画
政
策
課
に
提
出
。

（
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
も
可
）

申
込
書
は
本
庁
企
画
政
策
課
ま
た

は
総
合
受
付
、各
支
所
、各
出
張
所

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
結

果
は
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

http://www.city.nagato.yam
aguchi.jp/

■ 

応
募
期
限　

５
／
６
（金）

■ 

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
759
‐
4192 

長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

　

 

長
門
市
役
所
企
画
政
策
課
企
画
調

整
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
１
６

FAX 

22
‐
６
３
４
５

Mail chosei@
city.nagato.lg.jp

長
門
市
環
境
美
化
事
業

補
助
制
度

　

市
で
は
、
市
内
の
各
種
団
体
、
グ

ル
ー
プ
等
が
観
光
地
整
備
ま
た
は
環

境
美
化
の
た
め
に
行
う
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
23

年
度
に
花
木
な
ど
の
植
栽
・
管
理
、

花
壇
等
の
造
形
を
計
画
し
て
い
る
団

体
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

補
助
額　

事
業
費
（
運
搬
等
諸
経

費
を
含
む
）
の
３
分
の
１
に
相
当

す
る
額
以
内
（
限
度
額
３
万
円
）

■ 

申
込
期
限　

５
／
２
（月）

■ 

問
い
合
わ
せ　

観
光
課
観
光
振
興

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
７
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下
水
道
に
係
る
井
戸
水
利
用
世

帯
の
人
数
変
更
届
出
に
つ
い
て

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
ご
家
庭

で
、
上
水
道
と
井
戸
水
（
地
下
水
）

と
の
併
用
、
ま
た
は
井
戸
水
（
地
下

水
）
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

下
水
道
使
用
水
量
の
認
定
は
世
帯
人

数
に
よ
り
算
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

就
学
・
就
職
な
ど
に
よ
る
長
期
不

在
お
よ
び
転
出
入
や
出
生
・
死
亡
な

ど
に
よ
る
世
帯
人
数
の
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
住
民
票
の
異
動
の
有
無

を
問
わ
ず
、
変
更
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
使
用
水
に
変
更
が
あ
る
場

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

■
日
時　

７
／
11 

（月）10

：

30
〜
12

：

30

■
場
所　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

■
申
込
期
間　

５
／
２
（月）
〜
23 

（月）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
業
務
係 ℡

23
‐
１
１
７
４

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
土
曜
日
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
が
利
用
で
き
ま
す

　

機
器
を
利
用
し
て
健
康
・
体
力
作

り
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
人

は
、
講
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

設
置
器
具　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、

レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
、
バ

ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、ベ
ン
チ
プ
レ
ス
、

ダ
ン
ベ
ル
、そ
の
他
自
動
血
圧
計
、

体
重
・
体
脂
肪
計
等

■ 

利
用
時
間　
（
日
曜
・
祝
日
は
休
館
）

・
月
〜
金
曜
日　

８

：

30
〜
20

：

00

・
土
曜
日　

８

：

30
〜
17

：

00

■ 

利
用
料　

100
円

■ 

講
習
会　

機
器
を
安
全
か
つ
効
果

的
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
習
で
す
。
健
康
運
動
指
導
士
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
効

果
的
な
方
法
を
楽
し
く
学
べ
ま
す

※
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま
す

■ 

講
習
会
日
時
／
内
容
等

　

４
／
16 

（土）　

13

：

30
〜
16

：

00

　

 

内
容　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

※
受
講
料
は
無
料
で
す

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

山
口
県
健
康
福
祉
祭

美
術
作
品
展
の
作
品
募
集

■ 

応
募
資
格　

県
内
居
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の

人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

■ 

部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

■ 

開
催
期
間　

６
／
11 

（土）
〜
13 

（月）

■ 

会
場　

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）

■ 

応
募
方
法　

本
庁
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
、油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の

出
品
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
（
作
品
は
会
場
へ
搬
入
す

る
際
に
お
預
か
り
し
ま
す
）

■ 

応
募
期
限　

５
／
６ 

（金）

■ 

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
５
７

浄
化
槽
の
補
助
制
度

　

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
向

上
す
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の
設

置
を
す
す
め
て
お
り
、
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
補
助
基
数
に
は
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

補
助
対
象
地
域

　

 

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
お
よ
び

農
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
区
域
を

除
く
市
内
全
域

■ 

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

 

浄
化
槽
は
、
安
定
し
た
処
理
水
質

を
維
持
す
る
た
め
、
使
用
開
始
後

の
法
定
検
査
（
７
条
検
査
・
11
条

検
査
）
お
よ
び
保
守
点
検
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
４

■浄化槽設置補助金額

人槽区分 補助金額

５人槽 442,000 円

７人槽 568,000 円

10人槽 802,000 円

※ 地域により高度処理型の浄
化槽も補助の対象となりま
す。くわしくはお問い合わ
せください

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す

■ 

期
間　

４
／
１ 

（金）
〜
５
／
31 
（火）

８

：

30
〜
17

：

15

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■ 

場
所　

本
庁
税
務
課
、
各
支
所

■ 

縦
覧
制
度　

評
価
が
適
正
か
ど
う

か
判
断
で
き
る
よ
う
に
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す

■ 

記
載
内
容　

所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
等

■ 

縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
同
居
の

親
族
、
共
有
者
（
連
帯
納
税
義
務

者
）、
所
有
者
の
相
続
人
、
固
定

資
産
税
の
納
税
管
理
人
、
納
税
者

か
ら
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状

が
必
要
で
す
）

※ 

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■ 

路
線
価
等　

路
線
価
・
標
準
宅
地

の
価
格
に
つ
い
て
公
開
し
ま
す

※
公
開
場
所
は
本
庁
税
務
課

■ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の

審
査
申
し
出

　

 

４
／
１
（金）
〜
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
60
日
以
内

■ 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

山
口
県
健
康
福
祉
祭
競
技

囲
碁
・
将
棋
大
会
参
加
募
集

■ 

日
時
／
場
所　

５
／
25 

（水）

　

 

山
口
県
維
新
百
年
記
念
公
園
、
や

ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

■ 

種
目　

卓
球
・
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ペ
タ

ン
ク
・
弓
道
・
剣
道
・
囲
碁
・
将
棋

年
金
出
張
相
談
所
開
設
日

　

萩
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
受
給

や
請
求
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
出

張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
平
成
23

年
度
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■ 

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

10

：

00
〜
12

：

00

13

：

00
〜
16

：

00

■ 

場
所　

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

■ 

問
い
合
わ
せ

　

日
本
年
金
機
構
萩
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８

■ 

参
加
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和
27
年

　

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

■ 

申
込
方
法　

本
庁
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
、
各
支
所
、
各
出
張
所
、
油

谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
健
康
調
査
票
を
添

付
し
て
申
し
込
む

■ 

申
込
期
限　

４
／
15 

（金）

■ 
募
集
人
員　

制
限
な
し

■ 
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
５
７

合
（
井
戸
水
か
ら
水
道
水
へ
な
ど
）

に
も
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※ 

下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
、
上
水
道
の
み
使
用
で
井
戸

水
（
地
下
水
）
の
使
用
が
な
い
ご

家
庭
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
９
０

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の

補
助
制
度
を
新
設
し
ま
し
た

　

長
門
市
内
の
住
宅
建
設
関
連
業
種

の
振
興
と
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る

た
め
、
既
存
住
宅
の
改
修
工
事
を
行

う
人
に
対
す
る
補
助
制
度
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

■ 
対
象
者　

市
内
に
あ
る
自
己
所
有

の
住
宅
に
つ
い
て
改
修
工
事
を
行

う
長
門
市
民
で
、
次
の
要
件
を
充

た
す
こ
と

・ 

長
門
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し

て
住
宅
改
修
工
事
を
行
う
こ
と

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・ 

補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
手
す
る

10
万
円
以
上（
消
費
税
を
除
く
）の

住
宅
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

■ 

補
助
金
額　

住
宅
改
修
工
事
費
の

内
、
補
助
対
象
工
事
に
要
す
る
費

用
の
10
％
以
内
。
た
だ
し
、
補
助

金
の
限
度
額
は
10
万
円
と
す
る

木
造
住
宅
補
助
制
度

　

今
年
度
も
在
来
工
法
に
よ
る
木
造

住
宅
の
新
築
等
に
対
す
る
補
助
制
度

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

■ 

対
象
者

　

 

長
門
市
の
区
域
内
に
、
市
内
の
業

者
が
請
負
っ
た
在
来
工
法
に
よ
る

木
造
住
宅
を
新
築
等
す
る
人
で
次

の
要
件
を
充
た
す
こ
と

・ 

新
築
等
の
延
床
面
積
が
50 

㎡
以

上
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

・ 

工
事
請
負
業
者
は
、
市
内
業
者
で

あ
り
市
内
下
請
け
業
者
５
社
以
上

を
使
用
す
る
こ
と

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■ 

補
助
金
額　

１
件
10
万
円

■ 

問
い
合
わ
せ　

商
工
水
産
課
商
工

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
６

ゆ
や
地
域
づ
く
り
の
会

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

医
師
と
し
て
、
第
一
線
で
活
躍
し

て
こ
ら
れ
た
江
里
先
生
な
ら
で
は
の

お
話
を
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
「
生
き
方
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

■ 

日
時　

５
／
８
（日）14

：

00
〜
15

：

30

■ 

場
所　

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■ 

演
題　

健
や
か
な
生
活
を
求
め
て

〜
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
〜

■ 
講
師　

江
里
健
輔
氏
（
山
口
県
立

大
学
学
長
）

■
料
金　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

　

ゆ
や
地
域
づ
く
り
の
会
（
江
原
）

℡
32
‐
１
５
８
９

健
康
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

■ 

日
時　

４
／
29 

（金）　

※
雨
天
中
止

 

８

：

30
〜
14

：
40

※ 

集
合
・
受
付
は 

８

：

30
〜
９

：
00

（
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

■ 

コ
ー
ス

　

 

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
か

ら
千
畳
敷
ま
で
の
約
７
km

※ 

受
付
は
、
当
日
日
置
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
前
で
行
い
ま
す

※ 

帰
り
は
、
千
畳
敷
か
ら
日
置
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
送
り
ま
す

■ 

持
参
す
る
も
の　

弁
当
、
水
筒
、

タ
オ
ル
等

■ 

申
込
期
限　

４
／
13 

（水）

■ 

申
込
方
法

　

 

３
〜
５
人
を
１
組
と
し
て
、
申
込

書
に
代
表
者
名
、
連
絡
先
、
参
加

者
の
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
参
加

も
可
能
で
す

※ 

雨
天
中
止
の
場
合
は
当
日
７
時
に

決
定
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

日
置
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　

℡
37
‐
２
３
４
０

FAX 

37
‐
２
３
７
０

山
口
県
職
員
採
用
試
験

　

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

　

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
４
７
４

受験資格（生年月日）
昭和 57年４月２日生

～平成２年４月１日
昭和 47年４月２日生
～昭和 57年４月１日

昭和 61年４月２日生
～平成４年４月１日

平成２年４月２日生
～平成６年４月１日

昭和 57 年４月２日以降
に生まれた人

昭和 53 年４月２日以降
に生まれた人

昭和 53年４月２日生
～平成６年４月１日

昭和 57年４月２日生
～平成６年４月１日

1次試験

６／ 26（日）

９／ 25（日）

６／ 26（日）

５／８（日）

９／ 18（日）

９／ 18（日）

９／ 23（金）

受付期間

５／ 10（火）
～６／３（金）

７／５（火）
～８／ 26（金）

５／ 10（火）
～６／３（金）
３／ 22（火）
～４／ 15（金）
７／５（火）
～８／ 26（金）
７／５（火）
～８／ 26（金）
７／５（火）
～９／２（金）

試験区分

大学卒業程度試験

社会人経験者等採用試験

短大卒業程度試験

高校卒業程度試験

保健師採用試験

警察官Ａ（男性・女性）

警察官Ａ第２回
（男性・女性）

警察官Ｂ

身体障害者採用選考



含
む
）は
28
歳
未
満

■
試
験
日　

５
／
14 

（土）

一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

■
試
験
日　

５
／
21 

（土）

共
通
事
項

■
受
付
期
間　

４
／
１
（金）
〜
５
／
６
 （金）

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

2011.4.1 2425

実施月日 相談内容 相談場所 実施月日 相談内容 相談場所

４月

４日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※

10 月

３日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※
５日（火） 行政相談 三隅支所 ４日（火） 行政相談 三隅支所
12 日（火）行政相談 油谷中央公民館 11 日（火）行政相談 油谷中央公民館
20 日（水）人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室 19 日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
27 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 26 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室

5 月

２日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※
11 月

７日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※
10 日（火）行政相談 油谷中央公民館

16 日（水）
無料法律・人権・行政 ラポールゆや

18 日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室 人権・行政相談 俵山公民館
25 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室

12 月

５日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※

6月

１日（水）
人権擁護委員の
日特設相談

長門市役所１階市民相談室 ６日（火） 行政相談 三隅支所
三隅農業者トレーニングセンター 13 日（火）行政相談 油谷中央公民館
日置支所 14 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
ラポールゆや（行政相談同日実施） 21 日（水）人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室

６日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※

１月

10 日（火）行政相談 油谷中央公民館
７日（火） 行政相談 三隅支所 16 日（月）行政相談 日置地域福祉センター※
15 日（水）人権・行政相談 仙崎公民館 18 日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
22 日（水）無料法律相談 ラポールゆや 25 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室

7 月

４日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※

２月

６日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※
12 日（火）行政相談 油谷中央公民館 ７日（火） 行政相談 三隅支所
20 日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室 14 日（火）行政相談 油谷中央公民館
27 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 15 日（水）人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室

8 月

１日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※ 22 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
２日（火） 行政相談 三隅支所

３月

５日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※
９日（火） 行政相談 油谷中央公民館 13 日（火）行政相談 油谷中央公民館
17 日（水）人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室 21 日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
24 日（水）無料法律・人権・行政 日置支所 28 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室

9 月

５日（月） 行政相談 日置地域福祉センター※
　【相談時間】
　●無料法律相談（事前予約制）10：00 ～ 15：00
　●人権・行政相談　10：00 ～ 12：00
　※ 日置地域福祉センターは９：00 ～ 12：00
　　（相談は無料で秘密は厳守されます）

６日（火） 人権・行政相談 三隅農業者トレーニングセンター
９：00 ～ 12：00 

13 日（火）行政相談 油谷中央公民館
21 日（水）人権・行政相談 通公民館
28 日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室

第
２
回
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

　

平
成
22
年
度
に
県
大
会
レ
ベ
ル
以

上
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
大
会
で
上

位
入
賞
し
た
長
門
市
内
の
児
童
・
生

徒
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
子
供

た
ち
の
力
溢
れ
る
演
奏
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

４
／
10 

（日）　

14

：

00
〜

●
入
場
料　

無
料

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

火
の
山
公
園

ト
ル
コ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

　

今
年
も
火
の
山
公
園
に
ト
ル
コ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
が
開
園
し
ま

す
。
火
の
山
公
園
山
麓
の
斜
面
に
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
３
万
球
を
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
り
植
え
付

け
、
１
万
２
千
株
の
ビ
オ
ラ
と
共
に

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
市
街
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
「
第
12
回
花
の
観
光

地
づ
く
り
賞
」
で
フ
ラ
ワ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
見
頃
時
期　

４
月
上
旬
か
ら
中
旬

■ 

場
所　

火
の
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下

駅
そ
ば（
下
関
市
み
も
す
そ
川
町
）

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
入
園
料
金　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　
下
関
市
公
園
緑
地
課

℡
０
８
３
‐
２
３
１
‐
１
９
３
３

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

長門市と下関市の情報交換コーナー

潮

彩

だ

よ

り

長
門
市
と
下
関
市
の
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

平成23年度 市民相談関係日程表

「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは、（有）有誠社印刷所へ　℡ 22-1240

■市民相談、消費生活に関する相談
・相談日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：15
・相談場所　市役所本庁１階市民相談室
・問い合わせ　長門市役所市民課　℡23-1115
■年金相談
・相談日時
　第２・４木曜日　10：00～12：00　13：00～16：00
・相談場所　市役所本庁３階会議室
・問い合わせ　長門市役所市民課　℡23-1129

■弁護士による相談（有料です）
・相談日時　毎週火曜日（祝日除く）13：00～17：00
・相談場所　長門市地域福祉センター相談室
・相談料　5,000円／30分
※多重債務・民事交通事故相談は無料
※ 相談料が無料になる「民事扶助制度」の制度があり
ます
・問い合わせ
　長門法律相談センター　℡0838-24-0500

山
口
県
土
木
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
通
じ
て

県
内
の
雨
量
、
河
川
水
位
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
、
気
象
情
報
等
の
防
災

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
メ
ー
ル
配

信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
洪
水
時
等
の
円
滑
で
迅
速
な
避

難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
登
録
は

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
画
面
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
版

　

 http://y-bousai.pref.
yam
aguchi.lg.jp/

・
携
帯
電
話
版

　

 http://y-bousai.pref.
yam
aguchi.lg.jp/k/

■ 

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
河
川
課

　

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
７
７
０

キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
作
ろ
う

　

長
門
市
三
隅
青
年
団
で
は
、「
お

い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
を
応
援
す

る
た
め
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
制
作
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
利
用
し
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
絵
を
完
成
さ
せ
る
も
の
で

す
。ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

キ
ャ
ッ
プ
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
寄
付
し
ま
す

■
制
作
期
間　

７
／
29 

（金）
ま
で

■
制
作
場
所　

市
役
所
本
庁
玄
関

■ 

必
要
な
色　

赤
、
オ
レ
ン
ジ
、
緑
、

青
、
白
、
黒

※ 

清
涼
飲
料
水
の
キ
ャ
ッ
プ
に
限
る

■ 

回
収
場
所　

市
役
所
本
庁
、
三
隅

公
民
館
、
各
支
所

■ 

問
い
合
わ
せ　

三
隅
公
民
館

℡
43
‐
０
８
１
１

自
衛
官
採
用
試
験

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

の
人
（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
）

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

含
む
）
は
28
歳
未
満

■
試
験
日　

５
／
14 

（土）

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

・
歯
科　

専
門
の
大
学
卒
業
の
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
人

・
薬
剤
科　

専
門
の
大
学
卒
業
の
20

歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込
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118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

2月 0 0 1 1

平成23年計 0 0 1 1

22年同時期 3 0 1 0

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は

楽
し
く
安
全
に
！

　

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
４
月
29
日
（金）
〜

５
月
５
日
（木）
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
安
全

推
進
活
動
期
間
と
し
て
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

の
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際
は
、

● 

事
前
に
気
象
情
報
を
把
握
し
、
天
候
悪
化
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
引
返
す
勇
気
を
も
つ

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
す
る

● 

連
絡
手
段
の
確
保
！
（
携
帯
電
話
は
防
水

措
置
を
行
い
常
時
身
に
付
け
る
）

●
海
の
も
し
も
は
118
番

な
ど
の
安
全
対
策
を
と
り
、
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）

４／２（土）13：30～ 　
「ファーブル昆虫記⑧」 　

　（40分）

４／23（土）13：30～　
　　　　　「こねこのぴっち」　　 　  

　（30分）

定例行事
 ・紙芝居の会（展示室）  
 ４/ ２（土）・16（土） 15：00 ～　

 ・おはなしポケット（展示室）
４/９（土） 15：00 ～　

 ・絵本を楽しむ会（展示室）     
 ４/21（木） 10：30 ～　

 ・たまごの会(展示室)
 ４/22（金） 10：30 ～　

 ・おはなしの会（展示室）
 ４/23（土） 15：00 ～　

 ・長門読書会（研修室）
 ４/23（土） 13：30 ～　

 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ４/ ９（土） ・23（土） 15：00 ～　

移動図書館車

ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ４ / ７（木）・21（木）
　Ｂコース　 ４ /13（水）・27（水）
　Ｃコース　 ４ / ８（金）・22（金）

今月のオススメ本
　『坂ものがたり』

藤原緋沙子／著　　
新潮社／出版　

　一本の道で繋がっていなが
ら、隔たりを感じる坂の頂上
と上り口。どんなに厳しい道
でも、こえなければたどり着
けない場所がある。この先に

は何が待っているのか。江戸を見守る四つの坂
を舞台に、苦しさの中にありながら、誠実に生
きる人々の姿を描いた時代小説。

移
動
図
書
館
車
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

Ａ
コ
ー
ス（
通
・
三
隅
方
面
）
に
「
ゆ
う
な
ぎ
」

が
、
Ｂ
コ
ー
ス（
俵
山
方
面
）に
「
Ｊ
Ａ
長
門
大

津
農
協
駐
車
場
」
が
、
Ｃ
コ
ー
ス（
日
置
・
油
谷

方
面
）
に
「
サ
ン
マ
ー
ト
人
丸
店
」
が
そ
れ
ぞ

れ
新
た
に
入
り
ま
す
。

４
月
29
日
（金）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

　

４
月
29
日
（金）
は
、
昭
和
の
日
で
祝
日
と
な

り
ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
本
館 
９

：

30
〜
17

：

00　

分
館 

９

：

00
〜
17

：

00

図
書
館
利
用
マ
ナ
ー
に
つ
い
て（
お
願
い
）

【
携
帯
電
話
編
】
入
館
さ
れ
る
際
は
、
携
帯

電
話
の
電
源
を
切
る
か
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
館
内
で
の
携
帯
電
話
の
利
用
は
、
自
販

機
コ
ー
ナ
ー
の
み
で
の
メ
ー
ル
の
送
受
信
・

Ｗ
ｅ
ｂ
閲
覧
を
除
き
、
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

通
話
に
つ
い
て
は
、
公
衆
電
話
設
置
場
所
及

び
館
外
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、館
内
で
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
書
籍
・

雑
誌
等
の
撮
影
は
一
切
禁
止
し
て
い
ま
す
。

撮
影
行
為
を
確
認
し
た
場
合
は
、
画
像
の
消

去
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
飲
食
編
】
館
内
で
の
飲
食
は
、自
販
機
コ
ー

ナ
ー
の
み
で
可
能
で
す
。
や
む
を
得
ず
館
内

に
飲
食
物
を
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
（
原
則
、

持
込
不
可
）
は
、
袋
等
に
入
れ
ら
れ
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
資
料
編
】
図
書
・
新
聞
へ
の
書
き
込
み
、
雑

誌
の
切
り
抜
き
や
マ
ー
カ
ー
、
盗
難
等
、
他

の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
図
書
館
資
料
は
、
皆
さ
ん
の
貴
重

な
税
金
で
購
入
し
て
い
る
大
切
な
も
の
で
す
。

展
示
室
（
本
館
）を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

１
階
展
示
室
を
親
子
で
楽
し
ん
で
も
ら
う

部
屋
と
し
て
、
終
日
開
放
し
て
い
ま
す
。 「
子

ど
も
が
騒
い
で
他
の
利
用
者
に
迷
惑
な
の
で

は
…
」
な
ど
と
お
気
遣
い
さ
れ
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
、展
示
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

た
だ
し
、
お
は
な
し
会
や
他
の
行
事
等
に

よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

���� ���������������������������� �

���� ���������������������������� �

���� �������������������������� �

���� �������������������������� �
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐4 月の休館日‐
 本　　館　 ４(月)・６(水)・11(月)・18(月)
　　　　　 25(月)
 ゆや分館　 ４(月) ・11(月)・18(月)・25(月)
　　　　　 

伍
代
夏
子
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き　

４
／
23 

（土）

・
１
回
目　

14

：

00
〜　

開
演

・
２
回
目　

18

：

00
〜　

開
演

●
入
場
料　

６
、５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込
・
当
日
同
額

●
発
売
日　

発
売
中

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

・
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

・ 

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
﹇
Ｌ
コ
ー

ド

：

６
１
７
７
８
﹈

・ 

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
﹇
Ｐ
コ
ー
ド

：

１
１
８
‐
９
３
７
﹈

・ 

エ
ヌ
テ
ィ
ー
エ
ー
旅
行
（
は
ぎ
本

店
、
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
小
郡
店
）

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

10

：

00
〜
11

：

30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
６
（水）　

10

：

00
〜
11

：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
４
／
15 

（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

13

：

00
〜
15

：

00　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
20 

（水）　

９

：

30
〜
11

：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
４
／
22 

（金）　

９

：

30
〜
11

：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

４
／
19 

（火）　

13

：

00
〜
14

：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

４
／
12 

（火）　

13

：

00
〜
16

：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
児
マ
ヒ（
ポ
リ
オ
）

ワ
ク
チ
ン
接
種

● 
対
象　

生
後
３
ヵ
月
か
ら
７
歳

乳
児
健
康
診
査

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７  

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
金
曜
日　

８

：

30
〜
17

：

00

土
曜
日　

８

：

30
〜
12

：

00

※
４
／
29 

（金）
は
休
み

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13

：

00
〜
14

：

30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

　

４
／
７
（木）
、
21 

（木）
、
28 

（木）

13

：

00
〜
14

：

30

● 

必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
と

乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

21
年
９
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

４
／
13 

（水）

受
付　

13

：

00
〜
13

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

20
年
３
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

４
／
26 

（火）13

：

00
〜
13

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
等

妊
婦
歯
科
健
康
診
査（
要
予
約
）

●
対
象　

妊
婦

●
日
時　

４
／
13 

（水）13

：

30
〜
14

：

00

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９

：

00
〜
11

：

30

13

：

00
〜
15

：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
４
／
６
（水）　

９

：

00
〜
11

：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13

：

00
〜
15

：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
７
（木）　

９

：

30
〜
11

：

30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
４
／
11 

（月）　

９

：

30
〜
11

：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
４
／
14 

（木）　

９

：

30
〜
12

：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
20 

（水）　

９

：

30
〜
11

：

30

向
津
具
公
民
館

・
４
／
22 
（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
４
／
１
（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

13

：

00
〜
15

：

00　

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

健
康
診
査

相 

談

予
防
接
種

６
ヵ
月
未
満
児
（
な
る
べ
く
生
後

３
ヵ
月
〜
１
歳
６
ヵ
月
ま
で
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

● 

投
与
回
数　

41
日
以
上
の
間
隔
で

２
回
（
春
と
秋
の
２
回
接
種
を
実

施
し
ま
す
）

●
日
時
・
場
所

・
４
／
７
（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
14 

（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
21 

（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
28 

（木）　
　

13

：

30
〜
14

：

00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
体
温
は
接
種
会
場
で
測
り
ま
す

※ 

母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い

※ 

同
じ
シ
ー
ズ
ン
に
一
度
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

健
康
づ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
利
用
者
講
習
会

●
日
時
／
会
場

　

４
／
16 

（土）　

13

：

30
〜
16

：

00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

必
要
な
も
の　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
運
動
靴（
室
内
用
）、
タ
オ
ル

そ
の
他



長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［2月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
1（4）

林　野
1（1）

車　両
０（0）

船　舶
０（０）

その他
0（0）

144
（309）

合　計
2（5）

2011.4.1 28

炬
火
っ
て
な
ぁ
に
？

　
『
炬
火
』
と
は
、
た
い
ま
つ
・
ト
ー

チ
の
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
に
あ
た
る
も
の
。
国
体
の
シ
ン
ボ

ル
で
す
。

　

こ
の
炬
火
は
、
県
内
各
市
町
で
特

色
あ
る
火
が
採
ら
れ
た
後
、
総
合
開

会
式
で
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。

■ 

募
集
期
間

　

４
／
１
（金）
〜
５
／
31 

（火）

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
資
格

　

 

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学

し
て
い
る
人
（
年
齢
不
問
）

■
賞
品

　

 

入
選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
（
８
月
の
炬
火
イ
ベ
ン
ト
で
表

彰
し
ま
す
）

‐国体推進課‐
℡ 37‐2188
ホームページ
http://www.city.
nagato.yamaguchi.jp/
̃kokutai/

　山口国体
マスコットキャラクター
“ちょるる "

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体 

長
門
市
実
行
委
員
会
広
報 

No.25

長
門
市
の
『
炬き

ょ

か火
名
」
を
募
集
し
ま
す
！

大
変
な
時
こ
そ
、こ
こ
ろ
と
体
を

い
た
わ
り
ま
し
ょ
う

　

体
の
健
康
に
は
気
を
つ
け
て
い
て

も
、
こ
こ
ろ
の
健
康
は
後
回
し
に
な

り
が
ち
で
す
。
４
月
は
進
学
、就
職
、

職
場
の
異
動
な
ど
生
活
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
、
多
く
の
ス
ト
レ
ス
が
か

か
り
や
す
い
時
期
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
気
持
ち
を
引
き
締

め
、
仕
事
や
勉
強
の
効
率
を
あ
げ
た

り
、
心
地
よ
い
興
奮
や
緊
張
を
あ

た
え
た
り
し
て
く
れ
ま
す
が
、
度
を

超
す
と
、
こ
こ
ろ
や
体
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
た

め
に
は
自
分
に
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
早
く
気
づ
く

こ
と
、
自
分
に
合
っ
た
対
処
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
う
ポ
イ
ン
ト

①
緊
張
を
細
切
れ
に
す
る

　

 

緊
張
が
続
い
て
る
と
感
じ
た
ら
、

深
呼
吸
し
た
り
軽
い
体
操
を
す
る

な
ど
し
て
気
分
転
換
し
ま
し
ょ
う

②
親
し
い
人
と
交
流
す
る

　
 

不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
今
の
状
況

を
親
し
い
人
に
話
す
こ
と
で
気
が

楽
に
な
り
ま
す
。
気
持
ち
が
整
理

さ
れ
、
自
分
で
解
決
で
き
た
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
り
し
ま
す

③
趣
味
を
も
つ

　

 「
楽
し
む
」
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

効
果
が
得
ら
れ
、
精
神
的
に
生
活
を

豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

④
睡
眠
を
充
分
に
と
る

　

 

睡
眠
は
気
力
と
体
力
を
回
復
し
ま

す
。
な
か
な
か
眠
れ
な
い
時
は
ぬ

る
め
の
入
浴
や
音
楽
を
聴
い
た
り

軽
い
運
動
も
効
果
的
で
す

※ 

「
睡
眠
薬
代
わ
り
の
お
酒
」
は
睡

眠
の
質
を
落
と
し
た
り
、
量
が
増

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で

避
け
ま
し
ょ
う

こ
こ
ろ
の
疲
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い

・
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て
い
る

・
だ
る
く
て
意
欲
が
わ
か
な
い

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
大
丈
夫
？

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

・ 

考
え
が
堂
々
巡
り
で
先
に
進
ま
な
い

・ 

表
情
が
暗
く
ぼ
ー
っ
と
す
る

・ 

新
聞
や
テ
レ
ビ
に
関
心
が
な
い

　

自
分
や
身
近
な
人
で
こ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
ろ
の
健
康

も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
症
化

を
防
ぎ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が

続
く
時
は
、
早
め
に
専
門
の
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
・
電
話
相
談

・
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

・
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

・
心
の
健
康
電
話
相
談

℡
０
８
３
５
‐
２
７
‐
３
３
８
８

　

月
〜
金
（
祝
日
を
除
く
）

　

９

：

00
〜
11

：

30　

13

：

00
〜
16

：

30

・
い
の
ち
の
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
”絆
“

℡
０
８
３
５
‐
２
２
‐
３
３
２
１

　

火
・
金
（
祝
日
を
除
く
）

　

９

：

00
〜
11

：

30　

13

：

00
〜
16

：

30

・
こ
こ
ろ
の
救
急
電
話
相
談
（
24
時
間
）

℡
０
８
３
６
‐
５
８
‐
４
４
５
５

29

 　

消
防
団
は
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守

る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち

が
集
ま
る
市
町
村
の
消
防
機
関
の

一
つ
で
、
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、

平
常
時
に
も
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
行
う
な
ど
、
た
い
へ
ん
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
消
防

団
員
の
多
く
は
、
他
に
本
業
を
持

ち
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
家
族
や
勤
務
先
な

ど
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
得
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
消
防
団

は
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
が

で
き
る
の
で
す
。

　

な
お
、
長
門
市
で
は
さ
ら
な
る

防
災
力
強
化
と
団
員
確
保
の
た

め
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
表
示

制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

長
門
市
の
安
心
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
消
防
団
と
そ
の
活
動
に

対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
！

■
応
募
方
法

　

 

左
記
の
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

事
務
局
ま
で
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
必
要
事
項

①
炬
火
名
『
○
○
○
の
火
』

※
20
文
字
以
内

②
命
名
理
由

③ 

住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学
校
名
、

学
年
、
組
）、
電
話
番
号

※ 

応
募
用
紙
は
国
体
推
進
課
、
長
門

市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
当
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す

■ 

そ
の
他

　

 

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と

し
、
採
用
作
品
に
係
る
一
切
の
権

利
は
長
門
市
実
行
委
員
会
に
帰
属

し
ま
す

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
759
‐
4401
長
門
市
日
置
上
5926
番
地

　

 

お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体
長
門
市

実
行
委
員
会

　

FAX
０
８
３
７
‐
３
７
‐
２
１
１
７

▲参加した２名の指導
委員。左から宮﨑善弘
さん、廣田隆男さん

▼住宅用火災警報器の普及率
（２月末現在）

長門市全体 49％

長門地区 45％

三隅地区 45％

日置地区 61％

油谷地区 50％

こ
ん
に
ち
は

体
育
指
導
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

℡
23
‐
１
２
９
５

　

昨
年
11
月
、
岐
阜
城
か
ら
ほ

ど
近
い
「
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ

ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
体
育
指
導
委
員
研
修
協
議
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
体
育
指
導
委
員
の
や
る
気
・

元
気
に
向
け
て
〜
体
育
指
導
委

員
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
〜
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
約
３
、７
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
演
で
は
福
島
大
学
の

白
石
豊
先
生
が
「
体
育
指
導
の

勘
ど
こ
ろ
〜
そ
の
心
と
技
〜
」

と
題
し
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
教
育
と
調
教
の

違
い
に
つ
い
て
、「
教
育
と
は
人

間
の
内
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
も

の
を
外
に
出
す
こ
と
。
調
教
は

外
か
ら
中
に
詰
め
込
む
こ
と
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ

と
は
ま
さ
に
郷
土
の
偉
人
「
吉

田
松
陰
」
の
教
育
方
針
で
あ
る

と
思
い
、
今
後
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
に
公
表
さ
れ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
立
国
戦
略
」
を
ふ
ま
え
、

国
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
長
門
市
の「
炬
火
」
に

あ
な
た
の
発
想
で
名
前
を
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

たとえば
先催市の炬火名は…

「とどけ 未来へ 縄文の火」
（千葉国体・千葉市）

「湯の里集え輝け熱き思いの火」
（新潟国体・湯沢市）

長門らしい
名前をつけよう！

広
く
社
会
的
な
要
請
に
応
じ
る

た
め
体
育
指
導
委
員
の
役
割
に

つ
い
て
確
認
し
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
４
会
場
に
別
れ
分

科
会
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
は
「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

に
つ
い
て
の
部
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
現
在
長
門
市
で
も
ク
ラ

ブ
設
立
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
運
営
経
費
の
捻
出
が
大
き

な
課
題
に
な
る
よ
う
な
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
１
日
目
に
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
私
た
ち
「
長
門
市

体
育
指
導
委
員
協
議
会
」
が
山

口
県
代
表
と
し
て
優
良
団
体
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。



地　区 公　道　部 邸　内　部

長門地区 ㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

三隅地区 森永水道㈱
℡ 43-0552

森永水道㈱
℡ 43-0552

日置地区 ㈱清和
℡ 37-2266

㈱清和
℡ 37-2266

油谷地区 ㈲キハラ
℡ 34-0018

㈲キハラ
℡ 34-0018

2011.4.1 3031

「ながとの めぐみを めしあがれ」
長門地域地産・地消推進委員会協賛

栄養価（１人分）
エネルギー…249kcal
たんぱく質…18.3g
脂　　　質…16.9g
塩分相当量…1.5g

ほっちゃテレビ放送予定

4 ／8（金）・4／10（日）

水道修繕当番店（４月）

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

●イベント　●相談・健診

休日当番医 消費者トラブルＱ＆Ａ

　息子が２年間住んだ賃貸アパートを退去
したところ、高額な補修費を請求された。

エアコンのクリーニング代やクロスの張替え代
で、敷金は返金されない上、別に数万円を請求さ
れている。こんな高額な経費を負担しなくてはい
けないのか。

　国土交通省が作成した「原状回復をめぐ
るトラブルとガイドライン」では、経年劣

化や通常の使用による損耗等の修繕料は賃貸料に
含まれるものとしています。契約書を確認して納
得のいかない部分については支払いを拒否し、減
額交渉してください。
　アパートを退去する際、借主には元の状態にし
て明け渡す原状回復義務があります。この原状回
復をめぐってトラブルが多いことから、国土交通
省では、ガイドラインを作成し原状回復の定義と
費用負担について一般的なルールを示していま
す。その中では、原状回復義務とは借りた当時の
状態に戻すことではなく、経年劣化や通常損耗で
あれば、特約が有効である場合を除き、そのまま
貸主に返還すればよいとしています。トラブルを
避けるためには、契約する前に退去時の原状回復
など契約内容をしっかり確認しましょう。

賃貸住宅を退去する時の注意点！

Ｑ

Ａ

問い合わせ　市民課市民相談係　  　℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡083-924-0999

作り方
① 鯛のウロコを取り、内臓をきれいに取る。
② キッチンペーパーで水気をしっかり取り、塩、こしょう（腹の中にも）をふり、10分な
じませる。
③玉ねぎは千切りにする。
④ 人参は1cm程度の輪切りにして、ブロッコリーは適当な大きさに切りわけ、柔らかく
ゆでる。大根は千切りにする。
⑤ フライパンにオリーブオイルを入れ、皮を下にして、こんがり焼き、ひっくり返し、フ
ライパンのあいているところに③を入れ、透き通ってきたら、大さじ 2のだし汁（な
ければ水でもよい）を入れ、クッキングチーズを魚にかけ蒸し焼きにする。
⑥チーズがとけて、魚に火が通ったらでき上がり。

食推おすすめ料理

材　料（４人分）

長門市食生活改善推進協議会

ワンポイントアドバイス
春は鯛のおいしい時期です。長門の魚をたくさん食べてください。
魚の水分はしっかり取るとおいしく仕上がります。

※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください

鯛（中）  …2 枚
玉ねぎ  …60g
クッキングチーズ …60g
塩  …小さじ1
こしょう  …少々
オリーブオイル …大さじ2
レモン  …1/2個

鯛の蒸し焼き  ー 鯛を使ったおもてなし料理 ー

人参  …30g
ブロッコリー　 …60g
大根  …5 ㎝

４ 月のカレンダー 2011 April ４
１ 金

２ 土
●生誕100年香月泰男欧州遊学スケッチ展／香月泰男美術館／6月20日まで

３ 日
●みすゞ少年少女合唱団第５回演奏会／ルネッサながと／14時～

４ 月
●平成23年度小・中学校教員着任式／商工会議所／10時～
●行政相談／日置地域福祉センター／９時～12時

５ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●行政相談／三隅支所／10時～12時　●街頭献血／ウェーブ  10時～12時、13時15分～16時

６ 水
●街頭献血／市役所三隅支所  9時～11時、長門市教育委員会  12時～13時、JA長門大津本所  15時～16時30分

７ 木

８ 金
●大津緑洋高校開校式・入学式／ルネッサながと／13時30分～
●市内小・中学校入学式

９ 土
●三隅川鮎放流／三隅川河川公園／9時30分～

10 日
●山口県議会議員一般選挙投票日／市内各投票所／7時～
●第２回子どもたちによるフレッシュコンサート／ルネッサながと／14時～

11 月

12 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約　●行政相談／油谷中央公民館／10時～12時

13 水
●まちづくり懇談会／黄波戸漁村センター／19時～

14 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時

15 金
●日置地区行政協力員会議／日置保健センター／9時～

16 土

17 日

18 月
●まちづくり懇談会／野波瀬漁協会館／19時～

19 火
毎月19日は「ながと食の日」  ●心の健康相談／長門健康福祉センター／13時～14時／要予約
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

20 水
●油谷地区行政協力員会議／ラポールゆや／9時～
●人権・行政相談／市役所1階市民相談室／10時～12時

21
木

●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約
●三隅地区行政協力員会議／三隅支所／13時30分～
●まちづくり懇談会／飯井集会所／19時～

22 金

23 土
●俵山温泉祭り／俵山温泉／10時～／24日まで　●伍代夏子コンサート／ルネッサながと／14時～、18時～
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～16時／24日まで

24 日
●第6回長門市消防操法大会／旧青海島小グラウンド／9時～

25 月
●まちづくり懇談会／向津具公民館／19時～

26 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約

27 水
●無料法律相談／市役所1階市民相談室／10時～15時／要予約

28 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時

29 金
「昭和の日」　●第38回清風柔道大会／ルネッサながと／9時～
●健康づくり歩け歩け大会／日置農村環境改善センター～千畳敷／8時30分～

30 土

月／日 曜 当　番　医 電話番号

４／３ 日
友近内科循環器科医院 32-1180

長門総合病院 22-2220

４／10 日
宮尾医院 26-0559

岡田病院 23-0033

４／17 日
福永医院 22-1451

斎木病院 26-1211

４／24 日
持山医院 22-1555

長門総合病院 22-2220

４／29 金
天野内科胃腸科医院 22-2210

岡田病院 23-0033

５／１ 日
桑原医院 43-0010

斎木病院 26-1211

５／３ 火
吉村内科 22-3322

長門総合病院 22-2220

５／４ 水
岡田クリニック 22-2717

岡田病院 23-0033

５／５ 木
しみず循環器科内科医院 22-2205

斎木病院 26-1211

付
け
合
わ
せ
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長門市市民憲章
⑤ 命 ささえあう、
             健やかなまちをつくります

　

３
月
10
日
（木）
、
通
中
学
校
で
最
後
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
仙

崎
中
学
校
と
の
統
合
が
決
ま
り
、
３
月

末
で
閉
校
す
る
た
め
、
こ
の
日
卒
業
す

る
３
年
生
６
名
が
、
最
後
の
卒
業
生
と

な
り
ま
し
た
。
師
井
浩
二
校
長
は
、「
皆

さ
ん
は
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、
す
べ

て
の
行
事
に
全
力
で
取
り
組
み
、
有
終

の
美
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
君
た

ち
に
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と

式
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
読
み
上
げ
手
渡

し
ま
し
た
。
式
が
終
わ
る
と
、
在
校
生

が
卒
業
生
を
囲
ん
で
胴
上
げ
を
し
、
最

後
の
卒
業
式
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

通
中
学
校
卒
業
式

私
た
ち
最
後
の
卒
業
生

お
家
の
な
い
お
魚 　
　

金
子
み
す
ゞ

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

小
鳥
は
枝
に
巣
を
か
け
る
、

兎
は
山
の
穴
に
棲す

む
。

牛
は
牛う

し

ご

や

小
舎
、
藁
の
床
、

蝸で
ゝ
む
し牛
や
い
つ
で
も
背し

よ負
つ
て
ゐ
る
。

み
ん
な
お
家
を
も
つ
も
の
よ
、

夜
は
お
家
で
ね
る
も
の
よ
。

け
れ
ど
、
魚
は
な
に
が
あ
る
、

穴
を
ほ
る
手
も
持
た
な
い
し
、

丈
夫
な
殻か
ら

も
持
た
な
い
し
、

人
も
お
小
舎
を
た
て
も
せ
ぬ
。

お
家
を
も
た
ぬ
お
魚
は
、

潮し
ほ

の
鳴
る
夜
も
、
凍
る
夜
も
、

夜
つ
ぴ
て
泳
い
で
ゐ
る
の
だ
ろ
。

長門市のDATA
〔平成23年3月１日〕

人　口 39,250 人 ( -64)
　　男 18,034 人 ( -24)
　　女 21,216 人 ( -40)
世帯数 16,557 世帯 ( -24)

( ) 内は先月比

〔２月分〕 出生 21 人 死亡 64 人
 転入 　61人 転出  82 人

　

先
月
突
然
発
生
し
た
東
北
関
東
大

震
災
で
は
、
地
震
だ
け
で
な
く
津
波

も
想
像
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
で

し
た
。家
が
波
に
引
き
ず
ら
れ
た
り
、

建
物
の
上
に
船
が
乗
り
上
げ
た
り
す

る
映
像
は
、
と
て
も
現
実
に
起
こ
っ

た
も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
被
災
地
で
は
、
現
在
も
多
く
の
人

が
避
難
所
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

現
地
に
行
っ
て
支
援
活
動
を
行
っ
た

同
僚
職
員
の
話
に
よ
る
と
、
東
北
地

方
は
ま
だ
気
温
も
低
く
、
避
難
所
の

生
活
は
と
て
も
過
酷
な
状
況
に
あ

る
よ
う
で
す
。
▼
本
紙
の
19
ペ
ー
ジ

に
は
、
義
援
金
・
救
援
物
資
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
長
門

市
に
い
る
私
た
ち
で
も
、
少
し
の
金

額
で
も
支
援
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
さ
）


